
ヴ
ユ
・

工ス
・

ネ
ム
チ
ー
ノ
フ

杜
会
的
分
業
の
静
学

モ
、

デ

レノ

、

Ｊ
１

野

匡良

訳

　
　
　
　
　
目
　
　
　
次

　
　
　
　
　
序
論

　
　
　
二
　
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル

　
　
　
三
　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル

　
　
　
四
　
部
門
お
よ
び
地
域
分
業
モ
デ
ル

　
　
　
五
　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル

　
　
　
六
　
部
門
内
個
別
企
業
問
分
業
モ
デ
ル

　
　
　
七
　
結
論

〔
訳
老
ま
え
が
き
〕
こ
こ
に
訳
出
し
た
ヴ
ェ
・
ニ
ス
．
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ

（
一
八
九
四
－
一
九
六
四
年
）
の
論
文
「
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル
」

（
只
Ｏ
．
＝
の
竃
工
曇
５
Ｐ
奏
Ｏ
弓
與
オ
雪
工
の
９
Ｓ
凶
　
…
ｏ
員
の
自
７
　
０
ｑ
月
の
ｏ
弓
団
艘
自
◎
『
ｏ

寒
貫
雪
¢
…
曽
弓
睾
着
、
）
は
、
彼
の
死
後
問
も
な
い
一
九
六
五
年
初
め
に

創
刊
を
み
た
『
経
済
と
数
学
的
方
法
』
誌
（
、
．
２
♂
＝
ｏ
…
奮
宮
竃
完
奏
．

弓
…
８
〈
毒
毒
８
崔
一
、
）
第
一
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
論
文
で
、
一
九
六
ニ

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

年
に
世
に
問
わ
れ
た
名
著
「
経
済
・
数
学
的
方
法
お
よ
び
モ
デ
ル
」

（
、
０
竃
彗
…
竃
－
竃
完
竃
畠
焉
Ｏ
竃
Ｏ
毒
↓
暑
匡
雪
一
≦
Ｏ
烏
…
、
）
の
増

補
改
訂
版
が
、
そ
の
後
同
じ
一
九
六
五
年
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
、
故
人
の
プ
ラ
ソ
に
し
た
が
い
、
こ
の
書
物
の
終
章
（
第
二
一

章
）
と
し
て
付
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
、
一
九
四
六
年
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
、
・
・
－
会
員
に

選
ぱ
れ
た
こ
の
国
の
代
表
的
な
経
済
学
者
で
、
統
計
学
、
経
済
学
、
経

済
・
数
学
的
研
究
の
三
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
大
き
な
足
跡
を
の
こ

し
た
。
国
際
的
に
は
、
彼
は
む
し
ろ
統
計
学
者
と
し
て
著
名
で
、
統
計

学
の
彼
の
主
著
の
一
つ
で
あ
る
「
農
業
統
計
学
　
　
一
般
統
計
理
論
の

基
礎
を
付
し
て
　
　
」
（
、
９
亭
冥
冥
８
註
Ｓ
馬
…
閂
曽
ｏ
畠
畠
ｏ
畠
窒
ｏ

○
畠
ｏ
呂
…
０
Ｑ
貝
ｇ
完
ｏ
ｏ
…
、
一
冨
畠
）
は
、
わ
が
国
で
も
、
そ
の
第

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
二
二
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

一
部
「
統
計
学
の
基
礎
」
（
、
○
畠
ｏ
里
匡
８
完
毒
雪
雪
ｓ
與
畠
ｏ
畠
帝
冥
◎
唾

雷
着
雪
、
）
の
翻
訳
が
出
て
い
る
（
野
村
良
樹
訳
、
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ノ

フ
「
統
計
学
入
門
」
東
洋
経
済
新
報
社
）
。

　
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
が
そ
の
生
涯
の
晩
年
に
入
っ
た
一
九
五
〇
年
代
中
葉

に
な
る
と
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
定
着
と
生
産

力
の
巨
大
な
発
展
の
結
果
、
二
〇
年
代
後
半
　
　
三
〇
年
代
初
頭
の
工

業
化
期
に
そ
の
骨
組
が
彩
成
さ
れ
た
極
度
に
重
点
主
義
的
な
計
画
化
方

式
を
、
全
体
と
し
て
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
真
に
効
率
的
な
杜
会
主
義
国

民
経
済
の
運
営
を
保
障
す
る
よ
う
な
方
式
に
、
改
め
る
必
要
が
生
じ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
経
済
理
論
と
計
画
化
に
お
げ
る

数
学
利
用
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
ネ
ム
チ
ー
ノ

フ
は
、
一
九
五
七
年
頃
か
ら
一
貫
し
て
こ
の
分
野
で
指
導
的
役
割
を
果

し
、
そ
の
晩
年
を
ソ
連
邦
に
お
げ
る
経
済
・
数
学
的
研
究
の
確
立
に
捧

げ
た
。
精
力
的
な
組
織
・
研
究
活
動
を
つ
う
じ
て
、
彼
は
「
経
済
・
数

学
的
方
法
」
と
名
づ
げ
る
新
し
い
学
問
分
野
の
創
成
を
主
唱
し
た
が
、

　
　
　
　
７
ラ
ノ
メ
ト
リ
ャ

そ
れ
は
、
計
量
計
画
論
・
経
済
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
数
学
的
プ
ロ

グ
ラ
、
・
・
ソ
グ
の
三
つ
の
構
成
部
分
か
ら
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
経
済
・
数
学
的
方
法
お
よ
び
モ
デ
ル
」
は
、
こ
の
分
野
に
お
げ
る

ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
の
研
究
成
果
の
集
大
成
を
た
す
主
著
で
、
英
訳
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
三
〇
）

の
翻
訳
が
出
て
お
り
、
一
九
六
五
年
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
目
次
の
大
要
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
序
論

　
　
箪
一
部
経
済
・
数
学
的
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
フ
ラ
ノ
メ
ト
リ
ヤ

　
　
　
第
一
章
計
画
化
と
計
量
計
画
論

　
　
　
箪
二
章
経
済
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

　
　
　
箪
三
章
経
済
に
お
げ
る
量
的
分
析
の
数
学
的
手
法

　
　
　
第
四
章
　
経
済
分
析
に
お
げ
る
数
理
統
計
学
的
方
法
（
こ
の
章

　
　
　
　
　
　
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
刊
行
中
の
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
選
集

　
　
　
　
　
　
で
は
、
こ
の
書
物
を
収
録
し
た
第
三
巻
か
ら
は
除
か
れ

　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
統
計
学
上
の
諸
間
題
は
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
）

　
　
第
二
部
経
済
・
数
学
モ
デ
ル

　
窮
五
章

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

　
第
九
章

　
第
一
〇
章

　
第
二
章

　
第
一
二
章

結
論

ケ
ネ
ー
の
「
経
済
表
」

マ
ル
ク
ス
お
よ
び
レ
ー
ニ
ソ
の
拡
大
再
生
産
表
式

ス
ト
ル
ー
、
・
・
リ
ン
の
数
値
モ
デ
ル

部
門
間
バ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル

物
質
的
生
産
表
式
の
量
的
合
法
則
性

経
済
地
方
計
画
モ
デ
ル
　
　
、

生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル

杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

目
次
か
ら
明
ら
か
次
よ
う
に
、
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
こ
の
書
物
の
な
か



で
、
経
済
・
数
学
的
方
法
の
概
要
を
救
述
し
た
の
ち
、
杜
会
主
義
国
民

経
済
の
モ
デ
ル
の
構
成
を
つ
う
じ
て
、
杜
会
主
義
経
済
発
展
の
量
的
合

法
則
性
の
規
定
へ
の
一
つ
の
接
近
方
法
を
提
起
し
た
。
彼
は
マ
ル
ク
ス

の
再
生
産
表
式
に
立
脚
し
つ
つ
、
そ
の
具
体
化
を
部
門
間
バ
ラ
ソ
ス

（
産
業
連
関
表
）
に
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
杜
会
主
義
杜
会
の

全
成
員
の
増
大
す
る
物
質
的
・
文
化
的
欲
望
を
充
足
す
る
と
い
う
杜
会

主
義
的
生
産
の
目
的
に
も
と
づ
い
て
、
杜
会
の
最
終
生
産
物
か
ら
出
発

し
て
国
民
経
済
の
計
画
化
を
お
こ
た
う
可
能
性
、
お
よ
び
経
済
計
画
の

最
適
バ
リ
ア
ン
ト
を
選
択
す
る
た
め
の
手
段
を
与
え
る
と
い
う
点
に
、

部
門
間
バ
ラ
ソ
ス
の
意
義
を
認
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
部
門
問
バ
ラ
ソ
ス
は
元
来
杜
会
的
生
産
の
物
量
的
バ
ラ

ソ
ス
の
体
系
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
杜
会
的
生
産
は
き
わ
め
て
多
様
な

諾
要
素
の
集
合
で
あ
っ
て
、
杜
会
主
義
経
済
の
最
適
計
画
化
の
た
め
の

モ
デ
ル
構
成
に
さ
い
し
て
、
少
く
と
も
三
つ
の
測
定
尺
度
が
必
要
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
生
産
過
程
の
物
的
要
素
の
現
物
量
尺
度
、
ｏ
生

産
過
程
に
お
げ
る
労
働
支
出
の
尺
度
、
嘗
生
産
の
技
術
的
方
法
や
資
源

利
用
の
強
度
の
尺
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
杜
会
主
義
経
済
を
統

一
的
な
全
体
に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
通
約
係
数
の
体
系
を
モ

デ
ル
に
導
入
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
。
価
格
や
杜
会
的
必
要
労
働
支
出

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

は
こ
う
し
た
通
約
係
数
に
ほ
か
た
ら
な
い
が
、
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
、
第

　
一
；
早
に
お
い
て
、
労
働
支
出
単
位
で
表
示
さ
れ
た
生
産
物
・
労
働
モ

デ
ル
を
物
質
的
生
産
の
一
次
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
し
、
さ
ら
に
杜
会
主

義
経
済
の
長
期
計
画
の
動
学
的
生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル
の
構
成
を
こ
こ

ろ
み
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
杜
会
主
義
経
済
の
現
実
に
お
い
て
は
、
物
質
的
財
貨
は
価

値
評
価
で
は
な
く
、
多
少
と
も
価
直
か
ら
乖
離
し
た
価
格
に
よ
る
評
価

を
う
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
質
的
生
産
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
生
産

物
・
労
働
モ
デ
ル
に
と
ど
ま
る
こ
と
た
く
、
現
行
価
格
で
表
示
さ
れ
た

モ
テ
ル
を
構
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
価
格
の
価
値
か
ら

の
乖
離
の
理
論
的
基
礎
づ
げ
と
な
る
よ
う
な
価
格
彩
成
モ
デ
ル
が
必
要

と
さ
れ
る
。
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
一
九
六
〇
年
か
ら
六
四
年
に
か
げ
て
、

価
値
お
よ
び
価
格
彩
成
の
分
野
と
国
民
経
済
の
計
画
化
お
よ
び
管
理
の

分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
連
の
論
文
を
書
い
て
い
る
が
、
あ
ら
た
に
追
加

さ
れ
た
第
一
二
章
の
「
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル
」
は
、
こ
う
Ｌ
た

研
究
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。

　
　
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
の
い
う
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
と
は
、
杜
会
主
義
的
生

産
・
流
通
・
価
格
彩
成
・
分
配
の
モ
デ
ル
の
体
系
の
こ
と
に
ほ
か
た
ら

ず
、
こ
の
論
文
は
、
杜
会
主
義
国
民
経
済
全
体
の
一
般
的
記
述
か
ら
、

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
二
三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
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十
七
巻
・
第
二
号
）

そ
の
個
々
の
多
段
階
的
構
成
部
分
の
よ
り
具
体
的
た
記
述
へ
と
進
ん
で

ゆ
く
な
か
で
、
杜
会
主
義
経
済
の
基
本
的
範
晴
の
量
的
規
定
を
基
礎
づ

げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
モ
デ
ル
の
主
要
な
意

義
は
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
、
生
産
資
源
利
用
効
率
、
部
門
お
よ
び

企
業
収
益
基
準
な
ど
を
規
定
す
る
可
能
性
を
与
え
る
と
い
う
点
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
葛
が
、
こ
の
こ
と
は
、
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
が
、
価
値

お
よ
び
価
格
の
価
値
か
ら
の
乖
離
を
理
論
的
に
基
礎
づ
げ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
同
時
に
意
味
し
て
い
る
。
エ
ム
・
べ
・
ネ
ム
チ
ー
ノ

ワ
が
、
こ
の
論
文
は
ネ
ム
チ
ノ
ー
フ
の
著
書
の
い
わ
ぱ
「
論
理
的
完
結
」

を
な
す
と
記
し
て
い
る
の
は
、
当
を
え
て
い
る
と
い
わ
ね
ぱ
た
ら
ぬ
。

　
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
、
生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル
に
よ
る
国
民
経
済
全
体

の
一
般
的
規
定
か
ら
出
発
し
て
、
部
門
内
個
別
企
業
へ
と
進
む
あ
い
だ

に
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
を
試
み
た
が
、
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
構

成
は
完
結
し
て
い
た
い
。
し
か
し
、
彼
が
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究

の
一
つ
の
方
向
を
示
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
文
中
の
一
連
の
帰

結
が
、
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
の
志
向
し
た
方
向
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
　
　
た
と
え
は
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
は
極

値
的
性
格
を
も
ち
、
労
働
支
出
の
み
で
は
な
く
、
労
働
結
果
を
も
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ソ
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
客
観
的
必
然
的
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
二
三
二
）

や
ノ
ヴ
ォ
ジ
ー
ロ
フ
の
較
差
支
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
極
値
的

性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
い
う
考
え
、
あ
る
い
は
、
価
格
は
価
値
だ

げ
で
な
く
使
用
価
直
を
も
反
映
す
る
も
の
で
、
二
っ
の
杜
会
的
シ
ク
ナ

ル
、
す
た
わ
ち
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
の
シ
グ
ナ
ル
と
、
所
与
の
杜

会
的
欲
望
を
充
足
す
る
商
品
の
消
費
特
性
の
最
適
組
合
せ
の
シ
グ
ナ
ル

と
を
ふ
く
む
と
い
う
考
え
な
と
　
　
さ
ら
に
充
分
な
科
学
的
吟
味
を
ま

つ
べ
き
間
題
点
を
ふ
く
む
こ
と
も
、
ま
た
た
し
か
な
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
遺
稿
原
文
は
完
成
原
稿
で
は
な
い
が
、
拙
い
訳
文
を
も
か
え

り
み
ず
、
紹
介
を
思
立
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

序
論

　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
諾
範
晴
の
数
学
的
記
述
と
経
済
量
の
数
量
的
観

定
と
は
、
特
別
の
経
済
・
数
学
モ
デ
ル
の
構
成
を
基
盤
に
し
て
は
じ
め

て
可
能
と
た
る
。

　
人
び
と
の
労
働
は
杜
会
と
自
然
の
あ
い
だ
、
ま
た
杜
会
の
内
部
で

（
社
会
成
員
の
あ
い
だ
、
社
会
的
生
産
・
分
配
・
交
換
の
個
々
の
分
野
の
あ
い
だ
）

形
成
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
の
主
要
な
、
そ
し
て
一
般
的
な
基
礎
を
た

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
別
の
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
み
が
、
基

本
的
な
経
済
学
的
諸
量
の
数
値
を
決
定
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と

，



が
で
き
る
。

　
こ
の
特
別
の
モ
デ
ル
は
、
マ
ク
ロ
経
済
的
お
よ
び
ミ
ク
ロ
経
済
的
次

元
の
基
本
的
な
維
済
学
的
諾
範
時
の
量
の
数
学
的
記
述
と
数
学
的
計
算

を
、
可
能
と
す
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
モ
デ
ル
は
と
く

に
労
働
生
産
性
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
、
杜
会
的
お
よ
び
個
別
的
価

値
、
現
存
生
産
資
源
の
利
用
の
経
済
効
率
、
種
々
の
生
産
部
門
の
収
益

性
、
白
然
資
源
に
た
い
す
る
地
代
的
評
価
、
等
々
と
い
っ
た
経
済
量
の

決
定
を
保
障
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
し
、
同
時
に
。
こ
の
よ
う

な
モ
デ
ル
は
、
価
格
の
価
値
的
水
準
や
価
値
か
ら
の
乖
離
を
計
画
し
て

ゆ
く
た
め
の
某
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
多
様
な
要
求
の
す
べ
て
を
実
現
で
き
る
の
は
、
杜
会
的
分

業
の
一
般
モ
デ
ル
が
、
所
与
の
経
済
体
系
を
そ
の
全
体
に
つ
い
て
も
ま

た
そ
の
個
々
の
構
成
部
分
や
要
素
に
つ
い
て
も
特
徴
づ
げ
る
よ
う
な
、

相
互
に
つ
な
が
り
の
あ
る
個
々
の
サ
ブ
モ
デ
ル
の
総
体
と
し
て
企
画
さ

れ
る
ぱ
あ
い
だ
け
で
あ
る
。

　
国
民
経
済
全
体
の
よ
り
一
般
的
な
記
述
か
ら
始
め
て
、
所
与
の
経
済

体
系
の
個
々
の
側
面
・
分
野
・
亜
体
系
に
関
し
て
こ
の
記
述
を
し
だ
い

に
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
個
々
の
よ
り
部
分
的
な
モ
デ
ル

相
互
の
あ
い
だ
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
一
般
的
な
国
民
経
済
モ
デ
ル
と
の

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

あ
い
だ
の
相
互
連
関
を
保
障
で
き
る
。
同
時
に
、
所
与
の
経
済
体
系
を

そ
の
種
々
の
組
織
的
次
元
に
お
い
て
規
定
し
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
問

　
の
連
鎖
を
、
保
障
す
る
こ
と
が
ぎ
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
連
鎖
は
、
よ
り
一
般
的
・
よ
り
高
度
た
次
元

　
の
経
済
体
系
の
モ
デ
ル
に
た
い
し
て
決
定
さ
れ
た
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
、

　
つ
ぎ
に
は
、
よ
り
低
い
組
織
的
次
元
の
よ
り
詳
細
な
モ
デ
ル
の
基
本
的

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
決
定
に
さ
い
し
て
、
そ
れ
に
適
合
す
る
定
数
の
役
割

を
演
ず
る
よ
う
な
ぱ
あ
い
に
、
完
全
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
般
的
な
モ
デ
ル
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
、
あ
る
い
は
よ
り
都
分
的
な
モ

デ
ル
ヘ
と
逐
次
移
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
れ
ら
の
モ
デ

　
ル
を
モ
デ
ル
化
の
対
象
に
し
だ
い
に
近
づ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し

反
対
に
。
、
よ
り
部
分
的
で
詳
細
な
モ
デ
ル
か
ら
よ
り
一
般
的
た
モ
デ
ル

　
ヘ
と
進
む
な
ら
ぱ
、
モ
デ
ル
化
さ
れ
る
対
象
ま
た
は
過
程
か
ら
モ
デ
ル

が
し
だ
い
に
離
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
　
モ
デ
ル
化
さ
る
べ
き
経
済
体
系
の
多
様
性
と
複
雑
性
と
は
、
モ
デ
ル
．

　
サ
ブ
モ
デ
ル
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
の
充
分
複
雑
な
総
体
を
基
礎
に
し
て
、

　
は
じ
め
て
再
現
で
き
る
。

　
杜
会
的
分
業
の
一
般
モ
デ
ル
は
っ
ぎ
の
五
っ
の
個
別
の
モ
デ
ル
か
ら

　
な
る
。

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
二
三
三
）

、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
Ｈ
生
産
物
・
労
働
基
底
バ
ラ
ソ
ス
モ
デ
ル

　
○
　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル

　
嘗
　
部
門
お
よ
び
地
域
一
般
的
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
（
価
値
の
貨
幣
形

　
　
　
態
単
位
）

　
因
　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル

　
固
　
部
門
内
個
別
企
業
問
分
業
モ
デ
ル

　
生
産
物
・
労
働
基
底
バ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
生
産
的
支
出

の
労
働
過
程
、
お
よ
び
労
働
の
対
象
化
と
総
労
働
支
出
の
彩
成
の
反
復

過
程
が
、
数
学
的
に
記
述
さ
れ
る
。

　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
杜
会
的
必
要
労
働
支

出
の
形
成
、
お
よ
び
分
業
の
結
果
あ
ら
わ
れ
る
杜
会
的
労
働
価
値
の
形

成
の
最
適
過
程
が
、
数
学
的
に
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
の
基
礎
に
は
、

必
要
労
働
と
杜
会
の
た
め
の
労
働
へ
の
生
き
た
労
働
の
分
解
、
お
よ
び

杜
会
的
総
生
産
物
、
さ
ら
に
は
必
要
生
産
物
と
剰
余
生
産
物
（
経
済
的

余
剰
）
の
生
産
に
関
す
る
労
働
結
果
の
評
価
の
形
成
が
横
た
わ
っ
て
い

る
。　

部
門
お
よ
び
地
域
一
般
的
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
与
の
経
済
体
系
の
数
学
的
記
述
は
普
遍
的
な
貨
幣

等
価
物
単
位
で
お
こ
た
わ
れ
る
。
杜
会
的
分
業
の
発
展
は
、
商
品
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
二
三
四
）

の
発
生
、
労
働
支
払
い
フ
ォ
ソ
ド
の
分
配
、
お
よ
び
剰
余
生
産
物
の
彩

成
を
と
も
た
う
。
こ
の
第
三
の
モ
デ
ル
は
、
生
産
の
部
門
別
最
適
収
益

性
を
数
学
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
サ
イ
ズ
、
商
標
、
等
級
、

型
、
輪
廓
、
構
造
た
ど
が
こ
と
た
る
種
々
の
商
品
の
生
産
と
結
合
し
た

労
働
過
程
の
専
門
化
が
、
数
学
的
に
記
述
さ
れ
る
。
第
三
の
一
般
的
モ

デ
ル
に
お
い
て
分
類
さ
れ
た
個
々
の
統
合
部
門
生
産
物
に
つ
い
て
、
こ

の
段
階
で
は
、
生
産
財
と
消
費
財
の
製
品
別
お
よ
び
部
品
別
明
細
の
独

自
の
品
目
表
が
観
定
さ
れ
る
。
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
系
内
で
の
個
女
の
製
品
お
よ
び
部
品
の
生
産
の
専
門
化
と
結

び
つ
い
た
杜
会
的
分
業
を
特
徴
づ
げ
る
。
こ
の
第
四
の
モ
デ
ル
で
は
商

品
の
消
費
特
性
と
消
費
評
価
が
考
慮
さ
れ
る
。

　
最
後
（
第
五
）
の
モ
デ
ル
は
、
第
三
の
部
門
お
よ
び
地
域
杜
会
的
分

業
モ
デ
ル
構
成
の
さ
い
に
分
類
さ
れ
た
、
所
与
の
統
合
生
産
部
門
を
彩

成
す
る
個
々
の
企
業
の
あ
い
だ
の
杜
会
的
分
業
を
、
数
学
的
に
記
述
す

る
。
こ
の
第
五
の
モ
デ
ル
は
商
品
の
生
産
諾
条
件
だ
げ
で
な
く
、
消
費

諾
条
件
を
も
記
述
す
る
。

　
上
記
の
五
つ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
、
種
々
の
係
数
の
彩

で
あ
た
え
ら
れ
た
多
様
な
経
済
量
の
行
列
を
ふ
く
む
、
一
連
の
ブ
ロ
ッ



ク
に
わ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
係
数
に
は
、
た
と
え
ば
支
出
の
相
対
的
技
術

係
数
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
　
　
原
料
、
補
功
材
料
、
補
充
部
品
の
）
、
労
働
集

約
度
係
数
（
働
ら
き
手
の
分
類
別
）
、
　
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
係
数
（
固
定
お
よ

び
流
動
フ
ォ
ン
ド
の
現
物
種
類
別
）
、
資
源
集
約
度
係
数
（
自
然
資
源
別
）
等

々
が
あ
る
。

　
各
後
続
モ
デ
ル
で
は
、
先
行
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
え
ら
れ
る
経
済

バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
体
系
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
は
、
総
労
働
支
出
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
、
価
値
の
貨
幣

形
態
、
個
別
的
価
値
（
お
よ
び
原
価
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ま
た
独
白
の
経
済
・
数
学
的
乗
数
体
系
が
あ
る
（
た
と
え
ば
生

産
強
度
係
数
、
生
産
資
源
利
用
の
経
済
効
率
係
数
、
部
門
別
収
益
率
、
自
然
資
源

の
地
代
灼
評
価
、
等
々
）
。

二
　
生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
一
次
的
測
定
単
位
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
使

用
価
値
は
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
現
物
お
よ
び
自
然
単
位
で
計
ら
れ
（
や
）
、

モ
デ
ル
の
列
に
並
ん
だ
異
種
類
の
諸
要
素
を
総
計
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
通
約
係
数
の
役
割
を
演
ず
る
の
は
、
労
働
集
約
度
率
（
＄
、
す
な

わ
ち
生
産
物
の
総
産
出
量
一
単
位
当
り
の
生
労
働
の
支
出
労
働
時
問

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

§
の
比
率
で
あ
る
一
、
、
等

　
　
生
産
物
・
労
働
某
底
モ
デ
ル
は
採
用
生
産
技
術
に
応
じ
て
構
成
さ
れ

る
。
基
底
モ
デ
ル
が
報
告
期
問
に
実
際
に
採
用
さ
れ
た
生
産
技
術
を
反

映
し
て
い
る
た
ら
ば
、
そ
れ
は
報
告
型
モ
デ
ル
と
な
ろ
う
。
も
し
採
用

技
術
が
あ
る
展
望
期
間
に
つ
い
て
企
画
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
よ

う
た
基
底
モ
デ
ル
は
企
画
・
計
画
基
底
モ
デ
ル
の
形
を
と
る
。
い
ず
れ

　
の
ば
あ
い
で
も
、
基
底
モ
デ
ル
は
す
べ
て
の
与
件
の
一
次
的
な
相
互
調

和
と
均
衡
化
の
た
め
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
与
件
が
報
告
的
性
格
の

も
の
で
あ
る
か
、
企
画
・
計
画
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、

杜
会
的
分
業
の
す
べ
て
の
後
続
モ
デ
ル
お
よ
び
サ
ブ
モ
デ
ル
は
そ
れ
に

照
応
す
る
型
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
概
算
の
た
め
な
ら
、
二
〇
〇
１
三
〇
〇
品
目
程
度
の
大
き
さ
の
モ
デ

　
ル
で
充
分
間
に
あ
う
が
、
国
民
経
済
計
画
化
の
必
要
に
こ
た
え
る
に
は
、

　
モ
デ
ル
の
大
き
さ
は
統
合
部
門
生
産
物
約
一
五
〇
〇
品
目
程
度
と
な
る
。

統
合
都
門
生
産
物
の
生
産
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
現
物
単
位
（
ト
ン
、

立
方
メ
ー
ト
ル
、
平
方
メ
ー
ト
ル
な
ど
）
で
計
ら
れ
る
か
、
条
件
的
単
位

（
条
件
的
燃
料
ト
ン
、
条
件
的
生
産
能
力
単
位
、
ノ
ル
マ
時
間
な
ど
）
で
計
ら
れ

る
か
で
あ
る
が
、
い
く
っ
か
の
ぼ
あ
い
に
は
基
準
労
働
集
約
度
単
位
あ

る
い
は
不
変
価
格
で
計
ら
れ
る
。

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
二
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
将
来
、
経
済
情
報
蒐
集
の
た
め
の
単
一
の
自
動
体
系
が
組
織
さ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ぱ
、
統
合
部
門
生
産
物
は
、
各
企
業
で
基
準
労
働
集
約
度

単
位
で
計
る
の
が
も
っ
と
も
目
的
に
か
な
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
う
な

れ
ば
、
実
際
の
労
働
時
問
支
出
に
た
い
す
る
基
準
労
働
集
約
度
単
位
で

計
ら
れ
た
総
産
出
量
の
比
率
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
与
の
企
業
に
つ
い
て
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
た
い
し
て
、
そ
れ
に
照
応
す
る
労
働
生
産
性

指
標
を
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
定
の
諸
企
業
の
総
体
に
関
す
る
所
与

の
期
間
の
基
準
労
働
支
出
総
計
と
実
際
の
労
働
支
出
総
計
と
を
対
比
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
期
問
に
お
げ
る
経
済
地
方
、
企
業
連
合
、
部

門
、
あ
る
い
は
国
民
経
済
全
体
の
労
働
生
産
性
指
標
を
え
る
。

　
労
働
時
問
の
実
際
の
支
出
を
基
底
モ
デ
ル
に
導
入
す
る
さ
い
、
勤
労

者
は
種
々
の
部
類
に
分
け
ら
れ
、
長
方
彩
の
行
列
の
彩
で
、
縦
の
列
に

は
統
合
部
門
生
産
物
が
、
横
の
行
に
は
労
働
力
部
類
（
た
と
え
ば
労
働
者

に
つ
い
て
は
賃
率
等
級
ま
た
は
等
級
グ
ル
ー
プ
、
他
の
人
員
に
つ
い
て
は
下
級
勤

務
員
と
技
術
職
員
と
を
別
に
）
が
し
め
さ
れ
る
。
労
働
時
間
支
出
は
、
直
接

的
職
場
労
働
時
問
支
出
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
各

統
合
部
門
生
産
物
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
、
す
べ
て
の
補
助
的
職
場
の
労

働
時
問
支
出
を
も
ふ
く
む
。

　
勤
労
者
の
個
々
の
部
類
を
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
統
合
部
門
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
二
…
ハ
）

物
の
全
総
体
を
労
働
の
外
延
的
尺
度
（
労
働
時
間
）
に
よ
っ
て
の
み
で
な

く
、
簡
単
労
働
単
位
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
た
る
。

　
労
働
支
出
を
簡
単
労
働
に
換
算
す
る
に
は
、
さ
し
あ
た
り
は
現
行
の

労
働
支
払
い
賃
率
係
数
を
も
ち
い
れ
ぱ
よ
い
が
、
将
来
は
、
所
与
の
部

類
の
労
働
力
の
再
生
産
の
た
め
に
杜
会
的
に
必
要
な
労
働
支
出
の
研
究

に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
特
別
の
労
働
還
元
係
数
を
も
ち
い
る
の

が
目
的
に
か
た
っ
て
い
る
。

　
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
は
、
産
出
生
産
物
一
単
位
あ
た
り
総
労

働
支
出
を
、
労
働
時
問
単
位
と
簡
単
労
働
単
位
の
ど
ち
ら
で
で
も
、
数

学
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
。
す
る
。

　
総
労
働
支
出
は
反
復
過
程
を
基
礎
に
し
て
っ
ぎ
の
公
式
を
も
ち
い
て

決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
】
ぎ
３
＋
“
１
１
“

　
　
　
“

た
だ
し
ぎ
は
直
接
的
支
出
の
技
術
係
数
（
第
、
生
産
物
一
単
位
の
生
産

に
た
い
す
る
第
“
生
産
物
の
支
出
）
、
ぐ
は
第
、
生
産
物
一
単
位
に
た
い
し

て
計
算
さ
れ
た
生
き
た
労
働
の
直
接
支
出
係
数
、
“
と
３
と
は
第
、

お
よ
び
第
“
生
産
物
一
単
位
あ
た
り
総
労
働
支
出
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
燃
料
、

原
料
、
補
功
材
料
、
補
充
部
晶
、
設
備
摩
損
分
）
を
あ
ら
わ
す
。

　
結
果
は
反
復
が
っ
ぎ
の
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く



同
一
と
な
る
。

　
い
　
第
、
生
産
物
の
生
産
に
費
や
さ
れ
た
第
“
生
産
物
（
ｏ
も
の
、

第
“
生
産
物
全
体
（
導
）
に
お
け
る
比
重
を
Ｌ
め
す
配
分
係
数
（
阜
、
）
に

よ
る
は
あ
い
一
亨
ぎ
。

た
だ
し
ｏ
迂
は
第
、
生
産
物
の
生
産
に
費
や
さ
れ
た
第
“
生
産
物
量
を

あ
ら
わ
す
。

・
直
接
支
出
係
数
一
亨
＄
差
は
ユ
の
と
き
に
は
（
、

１
奪
）
型
の
量
に
よ
る
ば
あ
い
。

　
第
一
の
形
で
の
方
程
式
は
ヴ
ェ
・
ド
ミ
ト
リ
ェ
フ
（
一
九
〇
四
年
）
に

よ
り
、
第
二
の
彩
の
も
の
は
ヴ
ェ
・
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
（
一
九
三
九
年
）
に

よ
り
あ
た
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
の
一
方
の
計
算
方
法
か
ら
他
方
へ
の
移
行
の
た
め
に

は
、
ふ
っ
う
っ
ぎ
の
公
式
（
行
列
記
号
に
ょ
る
）
が
も
ち
い
ら
れ
る
。

　
　
　
ｑ
”
ｏ
～
ｏ
ｌ
－

　
た
だ
し
ｓ
は
支
出
技
術
係
数
行
列
、

　
～
は
生
産
物
産
出
量
配
分
（
比
重
）
行
列
、

　
○
は
産
出
量
対
角
行
列
（
現
物
単
位
）
、

　
ｏ
．
Ｈ
は
産
出
量
の
逆
数
の
対
角
行
列
を
あ
ら
わ
す
。

　
反
復
過
程
は
ふ
つ
う
か
た
り
急
速
に
収
束
す
る
。
そ
れ
は
反
復
が
Ｈ

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

よ
り
小
さ
い
係
数
（
妻
く
Ｈ
な
ぜ
な
ら
】
阜
、
〈
Ｈ
）
に
も
と
づ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

る
故
で
あ
る
。

生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
は
、
っ
ぎ
の
単
純
た
、
白
明
な
性
質
を

お
び
て
い
る
。
す
次
わ
ち
、

　
　
　
“
、
１
１
“
ま
た
“
、
１
１
３
（
“
１
１
、
の
と
き
）

　
た
だ
し
右
肩
の
ダ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ク
ト
ル
の
転
置
を
し
め

す
。　

生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
は
縁
の
っ
い
た
係
数
ぎ
の
行
列
と
し

て
形
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
第
一
表
の
形
を
と
る
。

基働労・
ル

物
デ
産
モ
生
底）表－第（

　
係
数
の
行
列
〔
Ｑ
も
に
は
列

ベ
ク
ト
ル
さ
お
よ
び
３
と
い

う
縁
と
、
行
ベ
ク
ト
ル
ぐ
と

い
う
縁
が
つ
い
て
い
る
。
た
だ

し
５
は
国
民
所
得
の
物
質
的

構
成
、
“
は
総
労
働
支
出
、
“

は
第
、
生
産
物
の
総
産
出
量
に
。

た
い
す
る
生
き
た
労
働
支
出
を
あ
ら
わ
す
。

　
　
こ
の
図
式
に
も
と
づ
い
て
総
労
働
支
出
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
っ
ぎ

　
の
二
つ
の
方
程
式
体
系
を
え
る
。

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
二
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
Ｈ
　
生
産
物
配
分
方
程
式
（
行
に
そ
っ
て
）

　
　
　
　
】
ぎ
や
“
十
５
“
１
ｌ
Ｏ
、
一

　
　
　
　
、

　
○
　
生
産
的
支
出
方
程
式
（
列
に
そ
っ
て
）

　
　
　
　
】
ぎ
や
“
十
や
“
１
１
や
“

　
　
　
　
、

　
第
一
、
第
二
の
方
程
式
体
系
を
そ
れ
ぞ
れ
行
お
よ
び
列
に
関
し
て
総

計
す
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
総
計
方
程
式
を
え
る
。

　
　
　
　
ｕ
】
ぎ
や
“
十
】
さ
“
１
１
】
Ｏ
、
、

　
　
　
　
“
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
　
　
】
〕
ぎ
や
“
十
〕
や
“
１
１
】
専
“
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
）
　
“
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
』

　
こ
の
二
つ
の
総
計
方
程
式
を
対
比
す
る
と
き
つ
ぎ
の
等
式
が
え
ら
れ

る
。　

　
　
　
】
ざ
“
１
１
】
や
“
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
、

　
し
た
が
っ
て
、
生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
要
な
合

法
則
性
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
定
理
一
　
国
民
所
得
を
形
成
す
る
最
終
国
民
生
産
物
に
対
象
化
さ
れ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
総
労
働
支
出
は
、
総
生
産
物
の
生
産
に
費
や
さ
れ
た
生
き
た
労
働
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
＊

支
出
に
ひ
と
し
い
。

　
ホ
　
こ
の
ば
あ
い
著
者
は
、
あ
き
ら
か
に
、
最
終
生
産
物
は
物
質
的
に
国
民
所

　
得
に
一
致
す
る
も
の
と
み
な
し
て
い
る
（
註
エ
ム
・
べ
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
ワ
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
生
き
た
労
働
と
対
象
化
さ
れ
た
労
働
と
が
労
働
時
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
二
三
八
）

で
計
ら
れ
る
ば
あ
い
に
つ
い
て
も
、
簡
単
労
働
単
位
で
計
ら
れ
る
ぱ
あ

い
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

　
事
実
、
労
働
集
約
度
（
労
働
時
間
で
表
現
）
か
ら
労
働
時
問
の
簡
単
労

働
単
位
に
よ
る
測
定
へ
の
移
行
は
、
労
働
集
約
度
ベ
ク
ト
ル
を
、
簡
単

労
働
単
位
で
計
ら
れ
た
、
す
な
わ
ち
労
働
還
元
係
数
を
考
慮
に
入
れ
た

ベ
ク
ト
ル
で
と
り
か
え
る
こ
と
だ
げ
に
帰
着
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
上

記
の
定
理
は
簡
単
労
働
単
位
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
た
い
し
て
も

有
効
な
の
で
あ
る
。

　
げ
れ
ど
も
、
最
終
国
民
生
産
物
が
国
民
所
得
に
ひ
と
し
い
た
め
に
は
、

技
術
係
数
行
列
が
、
第
、
部
門
で
機
能
す
る
第
沖
物
質
的
形
態
の
固
定

フ
ォ
ン
ド
（
“
、
）
の
減
価
償
却
分
を
規
定
す
る
減
価
償
却
係
数
（
ｓ
ミ
）

行
列
を
も
、
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
係
数
は
、
固

定
フ
オ
ソ
ド
の
フ
オ
ソ
ド
集
約
度
一
亨
靖
一
を
そ
の
耐
用
期
問

（
ど
）
で
除
し
た
も
の
に
ひ
と
し
い
。
す
な
わ
ち
亨
締

　
基
底
モ
デ
ル
に
お
げ
る
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
係
数
は
、
所
与
の
生
産
周

期
に
お
い
て
同
様
の
第
沖
形
態
の
固
定
フ
ォ
ソ
ド
の
生
産
に
必
要
な
総

労
働
支
出
で
計
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
接
近
は
、
再
生
産
過
程
に
お
い

て
は
、
す
べ
て
の
生
産
物
は
そ
の
再
生
産
価
直
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う

マ
ル
ク
ス
主
義
的
生
産
理
論
に
、
完
全
に
合
致
し
て
い
る
。



　
こ
の
よ
う
に
、
固
定
フ
ォ
ソ
ド
の
摩
損
は
そ
の
再
生
産
に
必
要
な
総

労
働
支
出
単
位
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
減
価
償
却
費
の
ル
ー
ブ
ル
額
の
労
働
評
価
を
決
定

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
基
底
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
　
「
減
価
償

却
費
」
行
の
総
計
と
、
　
「
固
定
生
産
手
段
摩
損
補
填
」
列
の
総
計
と
が

相
等
し
い
と
い
う
こ
の
モ
デ
ル
に
た
い
す
る
追
加
的
条
件
に
、
総
労
働

支
出
の
反
復
計
算
過
程
を
従
属
さ
せ
る
な
ら
ぱ
、
労
働
評
価
は
「
生
産

手
段
摩
損
補
填
」
列
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
。
こ
の
総
計
に
っ
い
て
い
え

ぱ
、
そ
れ
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
に
と
っ
て
代
っ
た
固
定
生
産
手
段
の
価

値
に
ひ
と
し
い
（
廃
棄
生
産
手
段
の
残
余
価
値
を
差
引
い
て
）
。

　
右
の
相
等
関
係
は
、
生
産
量
の
貨
幣
単
位
（
現
行
価
各
に
照
応
す
る
）
で

の
測
定
の
さ
い
に
も
、
総
労
働
支
出
単
位
で
の
測
定
の
さ
い
に
も
守
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
最
終
国
民
生
産
物
が
国
民
所
得
に
ひ
と
し
い
た
め
に
は
、
技
術
係
数

行
列
が
輸
入
商
品
係
数
行
列
〔
Ｎ
ミ
〕
を
追
加
的
に
ふ
く
ま
ね
ぱ
な
ら
な

い
。
輸
入
商
品
は
そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
貨
幣
で
評
価
さ
れ
る
。
各
外
国
貨

幣
単
位
の
労
働
評
価
に
つ
い
て
は
、
所
与
の
外
国
貨
幣
の
獲
得
の
た
め

に
輸
出
さ
れ
る
商
品
の
労
働
評
価
（
総
労
働
支
出
単
位
で
）
に
も
と
づ
い

て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
国
民
生
産
物
と
国
民
所
得
の
一

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

致
を
保
障
す
る
た
め
、
　
「
中
問
生
産
物
」
を
特
徴
づ
げ
る
モ
デ
ル
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
、
国
産
の
み
で
な
く
輸
入
生
産
物
が
、
同
様
に
ま
た
労
働

手
段
の
摩
損
分
が
ふ
く
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
は
、
技
術
的
に
１
必
要
な
労
働
支
出
を
特

徴
づ
げ
る
総
労
働
支
出
単
位
で
、
杜
会
的
総
生
産
物
お
よ
び
杜
会
的
最

終
生
産
物
の
物
質
的
構
成
を
計
る
。
そ
も
そ
も
総
労
働
支
出
は
、
支
出

技
術
係
数
、
労
働
集
約
度
係
数
、
お
よ
び
フ
ォ
ソ
ド
集
約
度
係
数
（
種

々
の
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
耐
用
期
間
を
考
慮
し
て
）
の
行
列
を
基
礎
に
決
定
さ

れ
る
の
だ
か
ら
。
こ
れ
ら
の
係
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
与
の
生
産
の
技

術
的
条
件
を
充
分
完
全
に
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル

　
　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
形
成
の
基
礎
を
な
す
の
は
、
杜
会
全
体
お
よ

び
杜
会
の
個
々
の
成
員
の
欲
望
を
み
た
す
た
め
に
必
要
な
商
品
、
お
よ

び
生
産
物
の
生
産
に
さ
い
し
て
費
や
さ
れ
る
労
働
支
出
の
最
適
化
の
過

程
で
あ
る
。

　
　
最
初
の
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
の
段
階
で
決
定
さ
れ
た
総
労
働

支
出
型
の
経
済
量
は
、
こ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
定
数
あ
る
い

　
は
制
約
条
件
の
役
割
を
は
た
す
。
生
産
の
現
物
量
や
物
質
的
手
段
と
労

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
三
九
）



　
　
　
　
立
命
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経
済
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働
の
直
接
支
出
係
数
は
、
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
に
所
与
の
値
と

し
て
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
新
し
い
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。　

労
働
支
出
の
最
適
化
は
、
杜
会
が
自
由
に
で
き
る
種
々
の
生
産
の
技

術
的
方
法
、
お
よ
び
相
互
代
替
的
な
生
産
物
と
商
品
の
最
良
の
組
合
せ

を
選
択
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。

　
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
テ
ル
に
お
い
て
、
相
互
代
替
的
商
品
は
す
で

に
選
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
、
さ
ま

ざ
ま
の
種
類
の
織
物
（
綿
織
物
、
毛
織
物
、
絹
織
物
、
化
学
繊
維
織
物
）
、
各

種
の
食
肉
（
牛
肉
、
鳥
肉
、
豚
肉
、
羊
肉
）
、
種
々
の
燃
料
（
石
炭
、
泥
炭
、

薪
、
ガ
ス
、
石
油
）
、
種
々
の
建
築
・
建
設
材
料
（
鋼
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
、
木
材
）
な
ど
が
あ
る
。

　
総
労
働
支
出
の
決
定
に
さ
い
し
て
直
接
支
出
係
数
が
も
ち
い
ら
れ
た

が
、
こ
の
係
数
は
、
実
際
に
報
告
期
問
に
実
現
さ
れ
た
か
（
報
告
型
モ
デ

ル
）
、
あ
る
い
は
計
画
期
間
に
っ
い
て
企
画
に
採
用
さ
れ
た
（
企
画
・
計
画

型
モ
デ
ル
）
技
術
的
方
法
の
組
合
せ
を
、
基
底
モ
デ
ル
に
お
い
て
つ
り

あ
い
の
と
れ
た
形
で
す
で
に
反
映
し
て
い
た
。
先
行
生
産
過
程
で
対
象

化
さ
れ
た
労
働
は
、
各
種
の
燃
料
、
原
料
、
補
充
部
品
、
補
助
材
料
お

よ
び
労
働
用
具
（
と
く
に
摩
損
分
）
が
、
生
産
物
の
生
産
の
た
め
に
費
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
二
四
〇
）

さ
れ
る
こ
と
に
関
連
し
て
の
み
、
新
し
い
生
産
物
の
一
個
一
個
に
移
転

さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
総
労
働
支
出
の
決
定
に
は
、
生
産
の
技
術
的
方
法

の
種
々
の
組
合
せ
の
ど
の
よ
う
な
他
の
選
択
も
意
味
を
も
た
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
げ
れ
ど
も
新
し
い
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
で
は
、
基
底
モ
デ

ル
で
採
用
さ
れ
た
生
産
の
技
術
的
方
法
は
、
も
は
や
隠
蔽
さ
れ
た
彩
で

は
な
く
明
白
な
形
で
表
わ
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
所
与
の

目
的
関
数
の
視
点
か
ら
見
て
最
良
な
技
術
的
方
法
の
組
合
せ
を
、
選
択

せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
生
産
の
技
術
的
諾
方
法
を
モ
デ
ル
に
導

入
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
に
照
応
す
る
労
働
と
物
質
的
手
段
の
直
接
支
出

係
数
を
ふ
く
む
補
足
的
な
列
（
行
で
は
な
い
）
を
、
各
統
合
部
門
生
産
物

に
関
し
て
区
分
す
れ
ぱ
よ
い
。
こ
れ
ら
の
係
数
は
統
合
部
門
生
産
物
に

関
す
る
同
様
の
諸
係
数
と
調
和
し
、
っ
り
あ
い
を
た
も
っ
必
要
が
あ
る

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
分
割
は
す
で
に
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
に
お

い
て
予
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
基
底

モ
デ
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
Ｌ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
技
術
的
生
産
諸
方
法
お
よ
ひ
相
互
代
替
的
生
産
物
の
最
適
組
合
せ
を

選
択
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
杜
会
的
必
要
支
出
の
規
定
に
き
わ
め
て
本

質
的
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
必
要
生
産
物
」
の
規



定
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
プ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
理
解
す
る
と
こ
ろ

で
は
、
必
要
生
庫
物
と
は
、
物
質
的
生
産
分
野
の
働
ら
き
手
の
世
帯
に
。

よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
生
活
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
必
要
生
産
物
の
量

を
規
定
す
る
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
勤
労
者
が
物
質
的
生
産
分
野
で
支

出
し
た
労
働
一
単
位
に
た
い
す
る
勤
労
者
世
帯
の
個
人
的
消
費
の
比
率

を
、
計
算
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
い
ま
一
物
質
的
労
働
分
野
の
働
ら
き
手
の
世
帯
に
。
よ
っ
て
消
費
さ
れ

る
生
産
物
総
量
を
ｏ
ミ
（
第
、
生
産
部
門
の
働
ら
き
手
に
よ
つ
て
消
費
さ
れ
る

第
。
極
類
の
生
産
物
策
）
で
示
し
、
第
、
生
庇
部
門
で
支
出
さ
れ
る
労
働

最
を
“
Ｈ
９
“
で
示
す
な
ら
ぱ
、
個
人
的
消
費
係
数
（
戸
、
）
は
定
義

に
よ
り
左
記
に
ひ
と
し
く
な
る
。

　
　
　
　
　
ｏ
，
ｌ
ｏ
，
１
３
、

　
　
　
ぎ
　
　
Ｈ
ｉ
　
Ｉ
１
１
－
１

　
　
　
。
、
　
－
、
、
　
９
ぐ
　
　
ぐ

す
な
わ
ち
　
　
ｓ
辻
”
ぎ
、
“

　
祉
会
的
必
要
労
働
支
山
モ
デ
ル
に
は
、
生
産
物
産
出
量
一
単
位
あ
た

り
の
生
活
手
段
庭
接
支
出
係
数
の
新
し
い
ブ
ロ
ツ
ク
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
ー
ｏ
、

　
　
　
　
、
、
、
９

　
第
、
部
門
の
働
ら
き
手
の
世
帯
が
消
費
す
る
生
活
手
段
総
量
は
、
第

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

、
部
門
に
従
事
す
る
働
ら
き
手
の
年
問
人
数
か
ら
出
発
し
て
決
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
働
ら
き
手
一
人
あ
た
り
の
平
均
労
働
時
問
量
に
、
関
す
る

部
門
別
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
、
第
、
部
門
の
働
ら
き
手
の
実
際
の
労

働
時
問
一
単
位
あ
た
り
の
消
費
基
準
量
が
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
消
費
基

準
量
に
生
産
の
技
術
的
諾
方
法
の
労
働
集
約
度
を
か
げ
合
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
第
り
方
法
を
も
ち
い
た
と
き
の
第
、
生
産
物
の
産
出
一
単
位

あ
た
り
の
生
活
手
段
消
費
係
数
を
え
る
〔
ｑ
蝸
〕
。

　
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
の
段
階
で
え
ら
れ
た
総
労
働
支
出
（
、
、

お
よ
び
“
）
を
も
ち
い
て
、
「
生
活
手
段
消
費
係
数
」
（
、
も
ブ
ロ
ツ
ク

に
も
と
づ
き
必
要
お
よ
び
剰
余
労
働
量
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
に
お
け
る
必
要
労
働
は
左
記
に
ひ
と
し
い

　
　
　
暑
（
ト
）
１
１
】
】
亭
、
９
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
。
一

　
　
　
　
　
　
　
』
　
ｏ

　
余
剰
労
働
（
こ
れ
は
ま
だ
「
剰
余
」
労
働
で
は
な
い
）
は
っ
ぎ
の
と
お
り

と
な
る
。

　
　
　
呉
、
）
１
１
】
や
“
１
】
ｕ
３
，
９
“
　
　
　
　
　
　
　
（
・
。
、
）

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
ｏ

　
第
、
種
類
の
生
産
物
の
総
産
出
量
一
単
位
に
つ
き
余
剰
労
働
（
“
）

　
は
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
さ
Ｈ
ぐ
ー
】
３
、
。
１
ー
ミ
Ｈ
１
】
ぎ
、
・
）
　
　
　
　
　
　
一
と

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
二
四
一
）
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基
底
計
画
（
モ
デ
ル
）
の
こ
の
余
剰
労
働
は
、
最
適
計
画
に
お
い
て
剰

余
労
働
、
す
な
わ
ち
杜
会
の
た
め
の
労
働
と
な
る
。

　
基
底
モ
デ
ル
に
「
生
活
手
段
消
費
係
数
」
ブ
ロ
ッ
ク
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
労
働
生
産
物
と
労
働
力
と
の
交
換
過
程
を
数
学
的
に
記

述
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
交
換
は
等
価
的
で
は
な
い
。
そ
の
さ
い
、

直
接
的
な
生
き
た
労
働
の
支
出
が
必
要
お
よ
び
剰
余
労
働
支
出
に
分
解

す
る
。

　
す
で
に
マ
ル
ク
ス
も
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
剰
余
労
働
は
つ
ね
に
存

在
す
る
で
あ
ろ
う
。
杜
会
主
義
や
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
剰
余
労
働

の
成
果
の
私
的
取
得
の
み
が
死
減
す
る
の
で
あ
る
。
剰
余
労
働
は
杜
会

の
た
め
の
労
働
に
転
化
す
る
。
剰
余
労
働
の
杜
会
的
取
得
は
、
杜
会
が

拡
大
再
生
産
の
必
要
の
た
め
に
、
勤
労
者
の
生
活
の
物
質
的
・
文
化
的

水
準
の
た
え
ま
な
い
向
上
と
労
働
日
の
短
縮
の
た
め
に
、
労
働
の
成
果

を
計
画
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
杜
会
的
分
業
の
生
産
物
と
し
て
の
商
品
の
実
現
の
た
め
に
は
、
そ
れ

に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
が
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
と
し
て
杜
会
的
承
認

を
う
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
杜
会
的
評
価
は
商
品
の

正
常
な
実
現
の
条
件
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
件
は
必
要
生
産
物
（
生
活
手
段

か
ら
な
る
）
お
よ
び
中
問
生
産
物
（
労
働
対
象
な
ら
び
に
労
働
用
具
の
減
価
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
二
四
二
）

却
分
を
ふ
く
む
）
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
全
体
に
た
い
Ｌ
て
通
用
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
杜
会
的
評
価
は
労
働
支
出
の
最
適
化
の
過
程
で
形
成
さ

れ
、
極
大
原
理
に
照
応
す
る
極
値
の
性
格
を
も
つ
。

　
極
大
原
理
は
全
白
然
界
に
お
け
る
と
同
様
、
杜
会
が
自
然
に
た
い
し

て
相
互
に
作
用
し
合
う
生
産
過
程
に
お
い
て
も
支
配
力
を
も
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
げ
る
全
労
働
支
出
が
、
す
べ
て
杜
会

的
必
要
労
働
支
出
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
げ
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
、

生
き
た
労
働
と
対
象
化
さ
れ
た
労
働
の
最
小
の
支
出
で
、
杜
会
に
と
っ

て
も
っ
と
も
有
用
な
結
果
を
え
る
と
い
う
原
則
に
適
合
す
る
よ
う
た
労

働
支
出
の
み
が
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
杜
会
的
分
業
過
程
に
お
い
て
は
、
杜
会
は
、
最
小
の
杜
会
的
支
出
で

最
大
の
経
済
的
結
果
を
保
障
す
る
よ
う
な
、
生
産
の
技
術
的
過
程
（
お

よ
び
相
互
代
替
的
な
商
品
と
生
産
物
）
の
組
合
せ
を
選
択
す
る
と
い
う
傾
向

を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
が
極
大
原
理
を
実
現
す
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
原
理
は
、
わ
が
国
の
条
件
の
も
と
で
は
、
ソ
連
共
産
党
綱
領

の
な
か
で
定
式
化
さ
れ
た
経
済
建
設
の
不
易
の
法
則
に
合
致
し
て
い
る
。

　
杜
会
主
義
経
済
に
お
い
て
は
、
極
大
原
理
は
意
識
的
・
計
画
的
に
、

し
た
が
っ
て
ま
た
い
っ
そ
う
完
全
に
実
現
さ
れ
る
。
杜
会
主
義
以
前
の

構
成
体
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
原
理
は
自
然
発
生
的
傾
向
に
し
か
す
ぎ
ず
、



恒
常
的
に
侵
害
を
う
け
て
い
る
。

　
労
働
支
出
の
最
適
化
過
程
は
双
対
問
題
の
解
と
し
て
数
学
的
に
記
述

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
原
問
題
に
お
い
て
は
生
産
の
技
術
的
方
法
の
強

度
の
係
数
（
さ
。
）
が
規
定
さ
れ
、
双
対
問
題
に
お
い
て
は
対
象
化
さ
れ

た
労
働
資
源
の
利
用
の
経
済
効
率
係
数
（
う
が
規
定
さ
れ
る
。

　
双
対
問
題
の
解
は
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
そ
デ
ル
（
第
二
表
）
に
も
と

づ
い
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
す
べ
て
の
与
件
値
、
す
な
わ
ち

統
合
都
門
生
産
物
総
産
出
量
（
や
）
、
お
よ
び
生
産
分
野
か
ら
他
の
分
野

に
流
れ
る
最
終
生
産
物
産
出
量
（
さ
）
は
、
生
産
物
．
労
働
基
底
モ
デ

ル
か
ら
繰
入
れ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
総
生
産
物
お
よ
び
最
終
生
産
物
は

そ
の
種
類
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。

　
Ｈ
　
労
働
対
象
（
符
号
～
）

　
○
　
労
働
手
段
お
よ
び
用
具
（
符
号
＞
）

　
嘗
　
生
活
手
段
（
符
号
＜
）

　
同
様
の
符
号
が
直
接
支
出
係
数
（
ざ
）
に
も
つ
け
ら
れ
る
。

　
商
品
と
生
産
物
の
こ
の
よ
う
な
分
類
は
、
各
統
合
部
門
生
産
物
の
主

要
用
途
原
則
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
る
。
し
か
し
必
要
な
ぱ
あ
い
に
は
、

個
々
の
労
働
対
象
（
た
と
え
ば
燃
料
）
あ
る
い
は
労
働
手
段
（
た
と
え
ば
住

居
）
で
、
生
活
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
王
ア
ル
に
お

　
　
　
　
ヴ
ヱ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ｉ
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

い
て
特
殊
な
品
名
項
目
と
み
た
さ
れ
る
。

　
上
記
三
種
類
の
杜
会
的
生
産
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
間
お
よ
び
最
終
生

産
物
（
本
来
の
生
産
分
野
に
た
い
し
て
外
的
な
）
に
細
分
さ
れ
る
。

　
労
働
対
象
に
つ
い
て
は
、
中
問
生
産
物
に
入
る
の
は
、
燃
料
、
原
料
、

補
助
材
料
お
よ
び
補
充
部
品
の
生
産
的
消
費
と
生
産
的
サ
ー
ビ
ス
（
運

輸
、
修
理
）
で
、
最
終
（
外
的
）
生
産
物
に
入
る
の
は
、
不
生
産
分
野
で

の
そ
れ
ら
の
消
費
、
輸
出
、
生
産
お
よ
び
不
生
産
分
野
に
お
け
る
貯
蔵

の
増
加
で
あ
る
。

　
労
働
手
段
お
よ
び
用
具
に
つ
い
て
は
、
中
問
生
産
物
に
１
入
る
の
は
、

生
産
分
野
に
お
げ
る
労
働
手
段
摩
損
分
の
補
填
（
減
価
償
却
費
勘
定
へ
）

で
あ
り
、
最
終
（
外
的
）
生
産
物
に
入
る
も
の
と
し
て
は
、
輸
出
な
ら

び
に
。
生
産
的
お
よ
び
不
生
産
的
分
野
へ
の
投
資
で
あ
る
。

　
生
活
手
段
に
、
関
し
て
は
、
中
間
生
産
物
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
物
質

的
分
野
の
働
ら
き
手
の
世
帯
の
生
活
費
（
住
居
や
公
共
．
日
常
サ
ー
ビ
ス
の

支
払
い
を
ふ
く
む
）
で
あ
る
。
最
終
生
産
物
に
ふ
く
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、

輸
出
お
よ
び
不
生
産
分
野
で
消
費
さ
れ
る
生
活
手
段
、
さ
ら
に
生
産
分

野
と
不
生
産
分
野
の
双
方
に
む
け
ら
れ
る
生
活
手
段
の
貯
蔵
の
増
加
が

　
あ
る
。

　
　
生
活
手
段
は
基
底
モ
デ
ル
で
は
分
離
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
二
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

も
、
そ
の
規
定
に
必
要
な
す
べ
て
の
要
素
が
、
基
底
バ
ラ
ソ
ス
モ
デ
ル

の
諾
与
件
に
た
い
し
て
、
す
で
に
完
全
に
照
応
し
て
い
た
。
基
底
モ
デ

ル
か
ら
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
繰
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
や
や

さ
や
£
と
い
っ
た
与
件
値
の
み
で
な
く
、
基
底
モ
デ
ル
に
も
と
づ

い
て
計
算
さ
れ
た
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
生
産
物

一
単
位
あ
た
り
総
労
働
支
出
（
“
一
“
）
と
は
以
上
の
よ
う
た
も
の
で

あ
る
。

　
労
働
対
象
、
労
働
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
資

源
も
、
基
底
モ
デ
ル
（
計
画
）
か
ら
新
モ
デ
ル
に
定
数
と
し
て
繰
入
れ

ら
れ
る
（
第
二
表
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
値
に
は
す
べ
て
符
号
（
～
一
＞
一
＜
）
が
つ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
符
号
は
そ
れ
ぞ
れ
労
働
対
象
、
労
働
手
段
と
用
具
、
お
よ
び
生
活

手
段
に
照
応
す
る
。
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
導
入
さ
れ
た
す

べ
て
の
値
は
、
こ
の
ほ
か
個
々
の
統
合
部
門
生
産
物
を
示
す
添
字
を
つ

け
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
産
出
生
産
物
、
１
１
一
ド
…
三

支
出
生
産
物

　
　
労
働
対
象
　
§
１
ー
ポ
ド
…
し

　
　
労
働
手
段
　
芥
１
１
～
十
－
ぺ
十
ド
…
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
二
四
四
）

　
　
生
活
手
段
　
ｏ
ｌ
１
Ｎ
＋
－
し
十
ド
…
ら

　
　
総
支
出
　
　
“
１
１
§
ぎ
○

　
中
問
生
産
物
、
減
価
償
却
分
お
よ
び
必
要
生
産
物
に
た
い
し
て
は
、

生
産
物
・
労
働
モ
デ
ル
段
階
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
総
計
の
形
で
規
定
さ

れ
る
値
が
、
定
数
と
し
て
導
入
さ
れ
る
。

　
　
　
ぎ
吋
§
１
１
～
§
、
§
Ｐ
＋
｝
邑
～
鼻
十
…
十
～
ミ
～
＄

　
　
　
〉

　
　
　
♀
吋
“
１
１
～
首
『
、
Ｏ
Ｈ
＋
～
奮
吋
“
◎
旧
十
：
・
十
～
ミ
吋
“
Ｏ
、
　
　
　
（
閉
）

　
　
　
〈

　
　
　
“
『
、
１
１
～
昌
吋
、
Ｏ
－
十
～
亀
“
Ｏ
心
十
：
・
十
～
｛
吋
ｏ
Ｏ
心

　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
お
げ
る
未
知
数
は
、
生
産
の
技
術

的
諾
方
法
の
強
度
の
ベ
ク
ト
ル
（
さ
。
）
、
お
よ
び
対
象
化
さ
れ
た
労
働

資
源
の
経
済
効
率
の
ベ
ク
ト
ル
（
乞
で
あ
る
。

　
第
二
表
で
は
さ
。
の
値
は
一
番
上
の
行
を
、
計
の
値
は
一
番
左
の
列

を
な
す
。

　
こ
れ
ら
の
値
は
原
問
題
と
双
対
間
題
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
。

原
問
題
で
は
、
最
適
計
画
に
お
い
て
総
生
産
物
に
、
対
象
化
さ
れ
た
総
労

働
支
出
を
、
最
小
に
す
る
よ
う
な
強
度
の
ベ
ク
ト
ル
（
さ
。
）
が
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
最
適
計
画
に
お
げ
る
こ
の
労
働
支
出
は
、
基
底
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

画
に
お
い
て
中
問
生
産
物
（
ぎ
～
）
、
生
産
物
の
減
価
償
却
分
（
ダ
“
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〈

お
よ
び
必
要
生
産
物
（
“
“
）
の
生
産
に
費
や
さ
れ
た
総
労
働
支
出
よ



６，
〃榊＝

．
ソれ

　
２
，
　
十
　
ー
ル
　
十

デ
　
＝

モ
　
６
出
支
一

働
２
，
労
十
要
｝
必
十
的
ｄ
会
＝
　
尾
杜　
｛

）
　
　
　
・
表
パ
　
２
２
　
１
，

第
＝
（　
舳
　
の，２

１
，

＝
．
！

働労たれさ化象対に物産生物産生門都合統

物産生総

終
物
）
産
榊

最
生
（

物
却
生

産
償
要

生
価
必

間
減
・
物

中
・
分
産

「

北

法方

３

”久
２
〃久

１
〃北

勺巧

法方

ｓ
１尤

２
１

北
１
１北

度
う
、
＼

強
讐
係
Ｄ

　
一
率
ひ

＼
＼
効
数

１
　
　
　
２

７
　
７

１
　
　
２
．
．
．

一
Ｑ
一
Ｑ

６７６

～
〇
一

１
　
　
　
’
ソ
ー

７
　
７

１
　
　
　
ｏ
■

一
ｙ
一
ｙ

●
　
■
　
●

６７６

一
ｙ

乃
乃

一
勾
一
勾 ●

　
■
　
●

６７６

～
■
０

象対働労

〕刎
了．フ

刎

３
～
ｏ

〔

一
ん
一
ん
．
－
一
ん

１
　
　
　
２

＋
　
　
＋

”
　
　
”
　
　
　
１

了
　
７
　
　
　
了

１
　
２
　
．
　
１

＋
　
＋
　
・
〇
一

６
　
　
６

．
０
二
〇
一

１
　
　
　
２

＋
　
　
＋

６
　
　
６

了
　
７

１
　
　
２
．
．
．

〃
か

・
ｙ
・
ｙ

１７１

・
ｒ

１
　
　
２

＋
　
　
＋

４
　
　
６
　
　
　
１

７
　
７
．
：
７

１
　
　
２
　
　
　
　
　
１

＋
　
＋
　
〈
・
０

・
～
・
～

段手働労

〕后
了．１后

３
＾
ｏ

〔

１
　
　
　
２

＋
　
　
＋

６
　
　
６
．

〈
刃
く
刃

．
・
ん
一

１
　
　
　
２

＋
　
　
＋

１
１
・
　
　
１

７
　
了

１
　
　
　
２

灯
　
＾

・
〇
一
ｖ
〇
一

　
〃
　
７

・
　
・
　
　
〃

　
ｖ
〇
一

１
　
　
　
２

＋
　
　
＋

１
’
　
　
　
１
‘

７
　
了

１
　
　
２
．
．
．

壮
　
＾

・
ｙ
．
ｙ

〃７〃

・
ｒ

１＋１７１＋

〉
■
０

２＋１

７
一２＋１

ｖ
■
０

●
　
●

”７〃

〉
■
０

段
〕
　
、
手
ブ
　
、
活
ｏ

生
刊
　
”

・
々
・
ん
．
●
　
■

・
ん

・
，７

・
２Ｑん　

‘
２

〆
ｙん　

、巧

画計適最

■

篇
Ｏ
”

刎
・
Ｏ
フ

刎

０
１

刎働労余剰

・
’
ノ７

・
１Ｑ巧　

ｐ
１
榊
．
７
■Ｑ勺　

０
〃

刎〃Ｑ〃
北

”了〃Ｑ〃北

’
フ
刎
・
フＱ

・
’
１
一北

．
７
一了

．
フＱ

．
フ
北

０
１

伽弘巧

１ｆ９
北

傭
州
副
鋳
鴻

乗
会
め
撤
伽
化
労

総
労
嶋
最
産
象
た

ヴ
工
　
．

ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル
（
小
野
）

二
九
（
二
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

り
小
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
原
問
題
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
っ
ぎ
の
制
約
条
件
の
も
と
で
、
目
的
関
数

　
　
　
】
】
さ
。
９
。
“
１
１
～
（
§
ぎ
）
共
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
』
　
吻

を
最
小
に
す
る
よ
う
な

　
　
　
さ
。
Ｖ
◎

を
求
め
よ
。
た
だ
し
制
約
条
件
式
は

　
　
　
】
】
～
ミ
。
さ
。
９
。
吋
§
Ｖ
デ
『
ミ
（
§
１
１
一
ド
…
と
）

　
　
　
§
一
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
】
ｕ
宰
、
り
さ
。
９
。
“
Ｖ
♀
“
（
朴
１
１
～
十
Ｈ
ぺ
十
ド
…
し
）
（
寒
）

　
　
　
請
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
】
】
～
、
。
さ
。
や
。
“
Ｖ
ポ
“
（
ｏ
１
１
Ｎ
＋
一
Ｎ
＋
ド
…
も
）

　
　
　
ｏ
　
　
３
６

　
　
、
９
。
は
生
産
の
技
術
的
方
法
の
利
用
強
度
一
単
位
の
も
と
で
の
第

　
　
　
り
方
法
に
よ
る
第
、
生
産
物
の
産
出
量
を
あ
ら
わ
す
。

　
双
対
問
題
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

　
中
間
生
産
物
（
ぎ
“
）
、
生
産
物
の
減
価
償
却
分
（
ボ
“
）
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
〈

必
要
生
産
物
（
ポ
“
）
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
資
源
の
利
用
結
果
が
、

最
適
計
画
に
お
い
て
最
大
に
な
る
よ
う
た
労
働
資
源
利
用
の
経
済
効
率

　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〈

係
数
の
ベ
ク
ト
ル
（
ぎ
二
曾
卜
）
を
求
め
よ
。
同
時
に
制
約
条
件
が
示

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
適
計
画
に
お
い
て
個
々
の
第
、
生
産

物
一
単
位
の
生
産
に
消
費
さ
れ
る
（
中
間
生
産
物
、
減
価
償
却
分
、
必
要
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
二
四
六
）

産
物
の
形
で
）
物
質
的
資
源
の
杜
会
的
評
価
（
分
“
型
の
値
で
計
ら
れ
る
）

は
、
基
底
計
画
に
お
い
て
総
生
産
一
単
位
の
生
産
に
費
や
さ
れ
た
総
労

働
支
出
（
“
）
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
双
対
問
題
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
っ
ぎ
の
制
約
条
件
の
も
と
で
、
目
的
関
数

　
　
　
　
’
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
　
　
〈

　
　
　
ｕ
ぎ
ダ
～
十
Ｍ
］
計
ぎ
“
十
】
ポ
“
、
６
１
１
ぺ
（
§
§
）
　
　
Ｓ

　
　
　
§
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

を
最
大
に
す
る
よ
う
た
係
数
“
Ｖ
◎
を
求
め
よ
。
た
だ
し
制
約
条
件
式

は
　
　
　
】
分
妻
“
〈
“

　
　
　
＾

す
な
わ
ち
、
、
１
１
§
ら
、
の
も
と
で
は

　
　
　
ｕ
ぎ
～
§
、
§
〈
“
（
、
ｍ
§
）

　
　
　
§
〉

　
　
　
ｕ
さ
～
ミ
“
〈
“
　
（
、
ｍ
沖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ざ
）

　
　
　
“
〈

　
　
　
】
ポ
朴
、
６
〈
“
　
（
、
ｍ
ｏ
）

　
　
　
○

　
双
対
問
題
の
解
を
求
め
る
過
程
で
、
剰
余
労
働
量
（
換
言
す
れ
ば
社
会

の
た
め
の
労
働
支
出
）
、
お
よ
び
統
合
部
門
生
産
物
産
出
量
一
単
位
あ
た

り
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
が
観
定
さ
れ
る
。

　
総
労
働
支
出
を
、
資
源
利
用
の
杜
会
的
結
果
を
考
慮
に
入
れ
た
労
働

単
位
（
す
な
わ
ち
＼
き
型
の
社
会
的
評
価
単
位
）
で
評
価
さ
れ
た
物
質
的

資
源
の
支
出
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
合
部
門
生
産
物
の
産
出



量
一
単
位
あ
た
り
余
剰
労
働
（
ｓ
、
）
を
え
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
§
、
、
１
１
“
１
】
“
ｑ
迂
“
　
　
（
た
だ
し
　
“
１
１
§
・
ぎ
○
）
　
　
　
　
（
ｏ
◎
一

　
　
　
　
　
　
　
“

　
そ
の
さ
い
、
最
適
計
画
に
お
げ
る
個
々
の
第
、
生
産
物
の
生
産
の
強

度
を
考
慮
す
る
た
ら
ぱ
、
こ
の
生
産
物
の
総
産
出
量
一
単
位
あ
た
り
の

剰
余
労
働
（
ミ
ｏ
）
を
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

　
　
　
§
、
１
ー
さ
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
一

　
以
上
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
剰
余
労
働
の
観
定
に
あ
た
っ
て
は
、

強
度
（
さ
。
）
の
ほ
か
に
。
、
対
象
化
さ
れ
た
労
働
資
源
の
経
済
効
率
係
数

～
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〈

（
ぐ
二
曾
ポ
）
を
も
考
慮
し
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
効
率
係
数
は
、
そ
の
本
性
か
ら
し
て
客
観
的
必
然
的
評
価

で
あ
る
。

　
客
観
的
必
然
的
評
価
は
、
つ
ね
に
所
与
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
目
的
関

数
が
表
現
さ
れ
る
単
位
で
直
接
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
、
と
く
に
強
調
し

て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
も
と
づ
く

双
対
問
題
に
。
お
い
て
は
、
目
的
関
数
は
総
労
働
支
出
で
表
現
さ
れ
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、
分
３
型
の
杜
会
的
評
価
が
最
適
計
画
の
労
働
評
価

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
杜
会
的
評
価
は
、
し
た
が
っ
て
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出

（
ぺ
）
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ユ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
　
　
３
０
１
１
計
“

　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

　
労
働
対
象
（
ｏ
§
）
、
労
働
手
段
（
導
）
お
よ
び
生
活
手
段
（
や
）
か
ら

な
る
総
生
産
物
を
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
単
位
で
評
価
す
る
な
ら
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
等
式
を
え
る
。

　
　
　
】
ｏ
§
ギ
吋
§
Ｈ
】
～
ミ
９
ぎ
～
十
、
§
ゴ
～

　
　
　
§
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
一

　
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
Ｍ
］
Ｏ
“
＼
ホ
吋
“
１
１
】
～
ミ
Ｏ
、
計
吋
沖
十
込
ホ
計
吋
ホ
　
　
　
　
　
　
ｐ
昌

　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
ｕ
や
ポ
“
１
１
】
～
之
９
ポ
“
十
ぎ
計
“

　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
他
方
、
労
働
対
象
の
物
質
的
支
出
（
～
ミ
や
）
と
労
働
手
段
の
摩
損

分
（
～
ミ
９
）
、
お
よ
び
物
質
的
労
働
の
働
ら
き
手
の
世
帯
に
よ
る
生
活

手
段
の
消
費
（
ぎ
、
９
）
を
も
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
（
ぺ
１
１
計
“
た
だ

し
“
１
１
§
ぎ
ｏ
）
で
評
価
し
、
最
適
計
画
で
総
生
産
物
に
費
や
さ
れ
る
剰

余
労
働
支
出
（
す
な
わ
ち
さ
や
ミ
、
１
１
９
き
ｏ
）
を
こ
れ
に
加
え
る
な
ら

ぱ
、
総
労
働
支
出
で
評
価
さ
れ
た
最
適
計
画
総
生
産
物
（
さ
や
）
を
え

る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
さ
や
“
１
－
】
ぎ
や
計
“
十
や
さ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
た
だ
し
§
、
１
１
さ
§
、
、

　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
は
矩
形
の
表
の
彩
で
示
さ
れ
る
。

　
矩
彩
表
に
お
げ
る
行
の
合
計
の
総
和
と
列
の
合
計
の
総
和
と
は
つ
ね

　
に
ひ
と
し
い
。
ゆ
え
に

（
小
野
）
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
二
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
　
　
〈

　
　
　
】
さ
や
“
１
１
】
◎
§
ぎ
～
十
】
鼻
計
“
十
】
Ｃ
し
、
。
８

　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
こ
れ
で
以
下
の
定
理
二
が
証
明
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
定
理
二
　
最
適
計
画
に
お
け
る
総
生
産
物
に
た
い
す
る
総
労
働
支
出

、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
〉
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
〈
　
　
　
　
、
　
　
、

は
、
労
働
対
象
（
◎
§
）
、
労
働
手
段
（
鼻
）
お
よ
び
生
活
手
段
（
や
）
の
総

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
に
費
や
さ
れ
た
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
に
ひ
と
し
い
。

　
モ
デ
ル
構
成
条
件
に
よ
れ
ぱ
（
第
二
表
参
照
）
、
労
働
対
象
、
労
働
手

段
お
よ
び
生
活
手
段
に
た
い
す
る
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
は
、
中
問
生

産
物
、
減
価
償
却
分
お
よ
び
必
要
生
産
物
の
み
で
な
く
、
最
終
（
外
的
）

生
産
物
を
も
ふ
く
む
。
他
方
、
行
列
の
中
問
生
産
物
、
減
価
償
却
分
お

よ
び
必
要
生
産
物
各
行
の
合
計
の
総
和
は
、
そ
れ
ら
の
各
列
ご
と
の
合

計
の
総
和
に
ひ
と
し
い
。
ゆ
え
に

　
　
　
】
さ
９
ミ
、
１
１
】
ミ
と
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
帖

（
た
だ
し
｛
１
１
§
一
ぎ
○
ま
た
さ
§
、
、
１
１
§
、
）

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
で
っ
ぎ
の
定
理
三
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
定
理
三
　
最
適
計
画
の
総
生
産
物
に
た
い
す
る
剰
余
労
働
支
出
は
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

労
働
対
象
、
労
働
手
段
お
よ
び
生
活
手
段
の
最
終
（
外
的
）
生
産
物
に
た

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
す
る
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
に
ひ
と
し
い
。

　
双
対
間
題
の
解
を
求
め
て
え
ら
れ
た
強
度
（
さ
）
と
杜
会
的
評
価
（
う

と
が
、
最
適
計
画
に
お
い
て
、
基
底
モ
デ
ル
か
ら
繰
入
れ
ら
れ
た
現
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
二
四
八
）

値
（
総
生
産
物
量
、
お
よ
び
労
働
対
象
、
労
働
手
段
、
生
活
手
段
の
総
生
産
量
）

を
変
化
さ
せ
な
い
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
双
対
間
題
の
解
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
、
生
産
物
・
労
働
基
底
モ
デ
ル
の
段
階
で
え
ら
れ
た
定
数

（
総
労
働
支
出
お
よ
び
総
労
働
支
出
単
位
で
評
価
さ
れ
た
巾
間
生
産
物
、
減
価
償

却
分
、
必
要
生
産
物
量
）
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
双
対
問

題
を
解
く
過
程
で
規
定
さ
れ
る
の
は
、
最
適
計
画
に
お
げ
る
生
産
の
強

度
（
さ
り
）
、
総
生
産
物
一
単
位
に
対
象
化
さ
れ
た
剰
余
労
働
量
（
ミ
ｏ
ｌ
Ｉ

さ
３
、
）
、
お
よ
び
労
働
対
象
、
労
働
用
具
、
生
活
手
段
の
総
産
出
一
単

位
に
た
い
し
て
計
算
さ
れ
た
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
（
ぺ
１
１
計
“
）
だ

げ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諾
総
生
産
物
は
、
基
底
計
画
（
基
底
モ
デ
ル
）
の

作
成
の
さ
い
に
も
、
現
物
単
位
で
つ
り
あ
い
を
た
も
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
の
考
察
の
結
果
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
結
論
を
下
す
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
帰
結
一
　
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
は
極
値
的
性
格
を
も
つ
。
杜
会
主

義
経
済
制
度
に
お
げ
る
そ
の
形
成
過
程
は
、
経
済
建
設
の
不
易
の
法
則

に
従
属
す
る
。
数
学
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
過
程
は
極
大
原
理
に

従
属
す
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、

　
帰
結
二
　
分
業
過
程
で
発
生
し
、
商
品
に
結
晶
す
る
杜
会
的
必
要
労



働
支
出
の
形
で
形
成
さ
れ
る
杜
会
的
価
値
は
、
そ
れ
白
身
の
中
に
、
労

働
支
出
の
み
で
な
く
労
働
結
果
を
も
反
映
し
て
い
る
。
労
働
結
果
は
、

剰
余
労
働
単
位
で
計
ら
れ
た
総
生
産
物
価
値
に
ー
ひ
と
し
い
部
門
剰
余
生

産
物
を
つ
う
じ
て
表
現
さ
れ
る
。

　
麻
愉
一
ゴ
　
ェ
リ
・
ヴ
ェ
・
カ
ソ
ト
ロ
ヴ
イ
ツ
チ
の
客
観
的
必
然
的
評

価
は
、
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
、
総
労
働
支
出
か
ら
杜
会

的
必
要
労
働
支
出
へ
移
行
す
る
こ
と
を
可
能
に
。
す
る
。

　
粋
愉
旺
　
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
・
ノ
ヴ
オ
ジ
ー
ロ
フ
の
較
差
労
働
支
出
は
、

統
合
部
門
生
産
物
の
現
物
量
が
総
労
働
支
出
あ
る
い
は
そ
の
価
値
水
準

に
。
照
応
す
る
価
格
で
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
、
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
規

定
さ
れ
る
な
ら
ぼ
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
に
。
照
応
す
る
。

四
　
都
門
お
よ
び
地
域
分
業
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
価
値
の
貨
幣
彩
態
単
位
で
構
成
さ
れ
る
。
一
般
的
交

換
等
価
物
と
し
て
の
貨
幣
の
発
生
は
、
労
働
生
産
物
の
地
方
問
交
換
お

よ
び
労
働
力
と
生
活
手
段
と
の
交
換
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
地
域
的
杜

会
的
分
業
の
条
件
の
も
と
で
は
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
の
部
門
間
モ

デ
ル
は
、
地
方
問
商
品
交
換
に
よ
っ
て
相
互
に
結
合
し
た
一
連
の
地
方

モ
デ
ル
に
分
解
す
る
。

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
違
っ
た
地
方
で
は
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
は
ふ
つ
う
同
じ
で
な
い
し
、

そ
の
結
果
、
総
産
出
物
お
よ
び
最
終
産
出
物
の
評
価
も
地
方
ご
と
に
必

然
的
に
違
っ
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
は
、
何
か
一

っ
の
生
産
物
（
た
と
え
ば
金
）
に
た
い
す
る
全
国
民
経
済
に
お
げ
る
杜
会

的
必
要
労
働
支
出
が
、
測
定
の
一
般
的
単
位
と
た
る
こ
と
は
不
可
避
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
単
一
の
測
定
尺
度
の
必
要
性
は
、
労
働
力
と
生
活

手
段
と
の
不
等
価
交
換
に
さ
い
し
て
も
発
生
す
る
。
労
働
は
労
働
の
全

結
果
に
た
い
し
て
支
払
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
力
の
再
生
産
に
必

要
な
生
活
手
段
の
価
値
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
必
要
生
産
物
の

量
と
構
造
は
時
と
と
も
に
変
化
す
る
が
、
そ
の
時
点
で
の
勤
労
者
の
生

活
の
物
質
的
・
文
化
的
水
準
に
つ
ね
に
照
応
す
る
。
そ
の
さ
い
、
労
働

支
払
い
形
態
も
ま
た
は
な
は
だ
多
様
で
あ
り
う
る
（
賃
金
、
コ
ル
ホ
ー
ズ

農
民
の
労
働
日
支
払
い
、
個
人
的
お
よ
び
杜
会
的
消
費
フ
オ
ン
ド
、
等
々
）
。
こ

の
た
め
、
労
働
力
と
生
活
手
段
の
交
換
に
お
い
て
、
労
働
支
払
い
は
必

然
的
に
労
働
生
産
物
か
ら
引
離
さ
れ
る
。
労
働
支
払
い
は
白
立
的
存
在

を
う
げ
と
り
、
特
殊
な
経
済
範
晴
と
た
る
の
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
に
貨
幣
形
態
を
も
っ
た
白
立
的
な
経
済
範
晴
と
し
て
分
離

さ
れ
る
も
の
に
、
労
働
手
段
の
物
理
的
お
よ
び
道
徳
的
摩
損
の
補
填
用

　
に
杜
会
が
充
当
す
る
減
価
償
却
費
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
二
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

に
あ
っ
て
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
も
ま
た
価
値
の
貨
幣
形
態
を
と
る
。

　
一
般
的
貨
幣
等
価
物
に
よ
る
杜
会
的
分
業
の
媒
介
過
程
は
き
わ
め
て

複
雑
で
あ
る
。

　
こ
の
過
程
の
数
学
的
記
述
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
測
定
の
新
し
い
単
位

を
モ
デ
ル
に
導
入
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
総
労
働
支
出
お
よ
び
杜
会

的
必
要
労
働
支
出
か
ら
、
測
定
の
貨
幣
単
位
に
移
行
す
る
た
め
に
、
労

働
支
出
の
貨
幣
尺
度
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
貨
幣
尺
度
は
、

労
働
単
位
で
計
ら
れ
た
国
民
所
得
額
に
た
い
す
る
現
行
価
格
で
計
ら
れ

た
国
民
所
得
額
の
比
率
に
ひ
と
し
い
。

　
い
ま
、
さ
は
国
民
所
得
を
構
成
す
る
第
“
種
類
の
労
働
生
産
物
の

現
物
量
、
ぺ
は
第
“
生
産
物
の
産
出
量
一
単
位
あ
た
り
の
杜
会
的
必

要
労
働
支
出
、
ぶ
は
第
“
生
産
物
の
現
行
貨
幣
価
格
、
３
ｏ
は
国
内
通

貨
一
単
位
に
あ
た
る
量
の
金
の
生
産
に
要
す
る
杜
会
的
必
要
労
働
支
出

と
す
る
。

　
そ
う
す
れ
は
、
金
で
計
算
し
た
貨
幣
価
直
の
尺
度
は
左
記
に
ひ
と
し

く
な
る
。

　
　
　
ギ
此
淋
サ
３
。
　
　
　
　
　
　
一
５

　
生
産
物
一
単
位
の
価
直
の
貨
幣
形
態
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
晃
　
　
】
さ
巾

　
　
　
、
、
Ｈ
。
。
．
斗
１
１
】
５
呈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
二
五
〇
）

　
し
た
が
っ
て
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
観
定

さ
れ
る
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
の
列
ベ
ク
ト
ル
に
、
労
働
支
出
の
貨
幣

尺
度
（
９
ｏ
）
を
か
け
る
匁
ら
は
、
価
直
の
貨
幣
形
態
の
ベ
ク
ト
ル
（
ぶ
）

を
え
る
。
こ
れ
を
転
置
す
る
と
、
新
し
い
行
ベ
ク
ト
ル
（
占
）
と
な
る
が
、

こ
れ
が
新
し
い
第
三
の
「
部
門
お
よ
び
地
域
分
業
」
モ
デ
ル
に
、
定
数

と
し
て
繰
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
分
業
を
特
徴
づ
け
る
た
め

に
は
、
第
二
の
「
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
」
モ
デ
ル
を
、
国
の
個
々
の

経
済
地
方
（
地
帯
）
別
に
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
地
帯
に

つ
い
て
規
定
さ
れ
た
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
に
、
つ
い
で
全
国
民
経
済

に
た
い
し
て
定
め
ら
れ
た
労
働
支
出
の
単
一
の
全
国
的
貨
幣
尺
度
を
か

け
れ
ば
、
地
帯
（
市
場
）
貨
幣
表
示
価
値
、
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
が
『
資

本
論
』
第
三
巻
第
一
章
で
説
明
し
た
概
念
が
え
ら
れ
る
。

　
供
給
地
方
と
受
給
地
方
の
地
帯
価
値
の
差
を
規
定
す
る
の
は
、
生
産

地
方
か
ら
消
費
地
方
へ
の
供
給
量
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
ぱ
あ
い
、
地

方
間
交
換
に
お
げ
る
差
額
地
代
額
で
あ
る
。

　
部
門
お
よ
び
地
域
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
は
全
国
的
お
よ
び
地
方
的
サ

ブ
モ
デ
ル
の
総
体
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
サ
ブ
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ

っ
ぎ
の
二
っ
の
表
式
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
パ
ー
ト
）
か
ら
な
る
。

　
Ｈ
支
払
い
総
額
と
加
算
総
額
の
観
定
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
表
式



（
第
三
表
）
。

○
　
部
門
収
益
の
規
定
の
た
め
の
ブ
ロ
ツ
ク
の
表
式
（
第
四
表
）
。

　
第
一
の
表
式
（
第
三
表
）
は
以
下
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
る
。

　
Ｈ
　
支
出
技
術
係
数
行
列
〔
～
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
○
　
固
定
フ
ォ
ソ
ド
の
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
行
列
〔
卦
、
〕

　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
・
　
タ
、

た
だ
し
を
Ｈ
一

　
目
　
流
動
フ
ォ
ン
ド
の
フ
ォ
ソ
ド
集
約
度
行
列
〔
さ
、
〕

た
だ
し
で
キ

　
こ
こ
で
阜
、
と
ぎ
、
は
、
第
、
部
門
で
機
能
す
る
第
沖
種
類
の
固

定
フ
ォ
ソ
ド
、
お
よ
び
第
◎
種
類
の
流
動
フ
ォ
ソ
ド
（
貨
幣
単
位
で
測
定
）

を
あ
ら
わ
す
。

　
四
　
台
帳
上
の
評
価
に
よ
る
自
然
資
源
の
資
源
集
約
度
行
列
〔
、
も

　
　
　
　
　
　
き
、

た
だ
し
　
、
ミ
ー
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
９

　
こ
こ
で
オ
ミ
は
利
用
さ
れ
る
自
然
資
源
（
土
地
、
森
林
、
地
下
埋
蔵
物
）

の
台
帳
上
の
評
価
を
あ
ら
わ
す
。

　
こ
れ
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
体
に
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
縁
が
っ
く
。

　
Ｈ
行
ベ
ク
ト
ル
　
　
生
産
物
産
出
量
一
単
位
当
り
労
働
支
払
い
フ

ォ
ソ
ド
か
ら
の
支
払
い
（
ミ
）

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ｉ
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
○
　
行
ベ
ク
ト
ル
　
　
同
じ
く
生
産
物
一
単
位
当
り
減
価
償
却
フ
ォ

ソ
ド
ヘ
の
控
除
（
令
）

　
臼
　
行
ヘ
ク
ト
ル
　
　
生
産
物
一
単
位
当
り
貨
幣
流
動
フ
才
ソ
ド

（
尊
）

　
四
　
国
民
所
得
の
物
的
構
成
を
特
徴
づ
げ
る
列
ベ
ク
ト
ル
（
さ
）

　
新
し
い
モ
デ
ル
に
は
ま
た
定
数
と
し
て
価
値
の
貨
幣
形
態
（
ぶ
）
が

導
入
さ
れ
る
。

　
支
出
技
術
諸
係
数
の
行
列
を
ふ
く
む
ブ
ロ
ヅ
ク
か
ら
出
発
し
て
、
ま

ず
第
一
に
総
支
出
諾
係
数
が
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
計
算
は
つ
ぎ
の
公

式
に
よ
る
（
行
列
記
号
で
示
す
）
。

　
い
労
働
支
払
い
フ
ォ
ソ
ド
か
ら
の
支
払
い
総
額
ｅ
１
ー
ミ
（
申
ー
ト
）
．
、

　
○
　
減
価
償
却
フ
ォ
ソ
ド
ヘ
の
控
除
総
額
軸
１
１
呉
向
１
｛
）
．
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
〉

　
嘗
　
固
定
フ
ォ
ソ
ド
の
総
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
事
１
１
卦
（
向
ー
ト
）
、
Ｈ

　
四
　
流
動
物
財
フ
ォ
ソ
ド
の
総
フ
ォ
ソ
ド
集
約
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
ｏ
Ｈ
５
（
向
ー
ト
）
、
－

　
固
　
貨
幣
流
動
フ
ォ
ソ
ド
の
総
フ
ォ
ン
ド
集
約
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
Ｈ
＄
（
白
ー
ト
）
、
一

　
内
　
台
帳
上
の
評
価
に
よ
る
自
然
資
源
の
総
資
源
集
約
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
、
１
１
£
（
向
ー
ト
）
．
－

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
二
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
部
門
収
益
の
規
定
の
た
め
の
第
二
の
表
式
（
第
四
表
）
は
、
部
門
純
収

益
を
規
定
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
資
源
の
部
門
収
益
基

準
を
規
定
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
と
か
ら
な
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
労
働
支
払
い
フ
ォ
ン
ド
は
必
要
生
産
物
に
完
全
に

は
一
致
し
な
い
。
そ
れ
は
勤
労
者
の
支
払
う
所
得
税
を
ふ
く
ん
で
お
り
、

他
方
杜
会
的
消
費
フ
ォ
ソ
ド
を
ふ
く
ま
な
い
。
減
価
償
却
費
も
ま
た
固

定
フ
ォ
ン
ド
の
物
理
的
お
よ
び
道
徳
的
摩
損
に
完
全
に
。
は
一
致
し
な
い

（
過
少
償
却
お
よ
び
期
限
前
償
却
）
。
　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
商
品
貨
幣
経
済

の
も
と
で
は
特
殊
た
経
済
的
範
瞬
、
す
た
わ
ち
剰
余
生
産
物
の
価
値
に

完
全
に
は
合
致
し
な
い
部
門
貨
幣
収
益
（
６
、
）
が
発
生
す
る
。
各
生
産

部
門
に
関
し
て
、
こ
の
貨
幣
収
益
は
、
労
働
支
払
い
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の

支
払
い
総
額
（
、
、
）
と
、
減
価
償
却
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の
控
除
総
額
（
ｓ

と
の
合
計
を
上
廻
る
価
直
の
貨
幣
形
態
（
ぶ
）
の
余
剰
に
ひ
と
し
い
。

す
な
わ
ち

　
　
　
や
、
１
１
Ｓ
「
３
１
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
こ
の
部
門
収
益
は
っ
ぎ
の
二
っ
の
部
分
に
分
解
す
る
。
い
杜
会
的
消

費
フ
ォ
ン
ト
（
Ｑ
、
）
　
杜
会
保
険
と
杜
会
保
障
、
国
民
教
育
お
よ
ぴ
国

民
保
健
の
う
ち
、
物
質
的
生
産
分
野
の
働
ら
き
手
の
世
帯
に
向
げ
ら
れ

る
部
分
、
ｏ
企
業
の
純
所
得
（
々
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
（
二
五
二
）

　
杜
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
（
“
）
は
、
第
、
生
産
に
従
事
す
る
働
ら
き

手
の
人
数
に
、
彼
ら
の
世
帯
に
た
い
す
る
杜
会
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
の
部
門
基
準
量
を
か
け
あ
わ
せ
た
も
の
に
比
例
し
て
、
各

部
門
に
配
分
さ
れ
る
。
計
画
機
関
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
部
門
基
準

量
を
、
勤
労
者
の
物
質
的
・
文
化
的
生
活
の
実
際
に
達
成
さ
れ
た
水
準
、

お
よ
び
そ
の
計
画
水
準
を
規
定
す
る
過
程
で
決
定
す
る
の
が
ふ
っ
う
で

式表定規益収純門部）表３第（

計
総

れ

門
部

…
２１

ユ
帥
鮒
一
ギ
〆
幣
払
い
却
額
費
金
（
膿
滋
蟻
驚
部
労
の
減
控
杜
る
純
１
．
２
一
　
３
．
　
４
．
　
５
一

あ
る
。

　
将
来
、
自
動
的
経

済
情
報
体
系
を
組
織

す
る
さ
い
に
は
、
杜

会
的
消
費
フ
ォ
ソ
ド

の
価
値
は
、
国
民
経

済
の
個
々
の
部
門
に

非
現
金
勘
定
で
配
分

す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
杜
会
的
消
費
フ

ォ
ン
ド
は
勤
労
者
に

と
っ
て
は
無
料
だ
け

れ
ど
も
、
杜
会
全
体



に
と
っ
て
は
少
し
も
無
料
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
部
門
収
益
か
ら
部
門
別
杜
会
的
消
費
フ
ォ
ソ
ド
の
価
他
を
差
引
く
と
、

部
門
の
純
収
益
（
包
を
え
る
。
上
記
に
関
連
し
て
第
三
表
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
彩
を
と
る
（
生
産
物
一
単
位
当
り
）
。

　
第
二
の
表
式
、
す
な
わ
ち
部
門
収
益
基
準
の
規
定
表
式
（
第
四
表
）
は
、

総
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
係
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
流

動
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
ふ
く
む
。
こ
の
表
式
に
は
、

そ
の
ほ
か
総
資
源
集
約
度
係
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
自
然
資
源
に
関
し
て
）
と
、

貨
幣
流
動
フ
ォ
ン
ド
の
総
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
係
数
ベ
ク
ト
ル
が
ふ
く
ま

れ
る
。

　
固
定
フ
ォ
ソ
ド
お
よ
び
流
動
フ
ォ
ソ
ド
に
関
し
て
は
、
総
フ
ォ
ソ
ド

集
約
度
は
フ
ォ
ソ
ド
の
個
々
の
種
類
別
に
規
定
さ
れ
る
（
た
と
え
ば
、
生

産
施
設
、
建
築
物
、
機
械
、
発
動
機
な
ど
）
。
　
白
然
資
源
利
用
の
生
産
上
の

可
能
性
を
特
徴
づ
け
る
フ
ォ
ン
ド
が
個
別
に
取
出
さ
れ
る
（
堀
襲
井
、
縦

坑
、
横
坑
、
採
石
場
、
土
地
改
良
・
灌
概
施
設
、
多
年
生
栽
培
植
物
な
ど
の
価
値
）
。

土
地
お
よ
び
森
林
資
源
、
ま
た
有
用
鉱
物
産
地
に
。
つ
い
て
は
、
資
源
集

約
度
係
数
は
資
源
の
台
帳
上
の
評
価
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。

　
総
フ
ォ
ソ
ド
集
約
度
係
数
行
列
に
お
い
て
は
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
お
よ

び
流
動
（
物
財
・
貨
幣
）
フ
ォ
ン
ド
の
も
っ
と
も
重
要
た
統
合
種
類
や
、

　
　
　
　
ヴ
ヱ
・
ユ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

自
然
資
源
の
台
帳
上
の
評
価
に
よ
る
総
資
源
集
約
度
が
区
別
さ
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
部
門
貨
幣
収
益
（
“
）
が
与
え
ら
れ
る
た
ら
、
固
定
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
～

び
流
動
フ
ォ
ソ
ド
の
経
済
効
率
係
数
（
卯
と
岬
ｏ
）
、
自
然
資
源
利
用
の

経
済
効
率
係
数
（
則
）
、
貨
幣
資
金
利
用
の
経
済
効
率
係
数
（
９
を
計

算
す
る
こ
と
が
可
能
と
た
る
。

　
　
こ
れ
ら
を
決
定
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
た
フ
ォ
ソ
ド
お
よ
び
資
源

収
益
基
準
規
定
表
式
を
っ
く
る
こ
と
に
し
よ
う
（
第
四
表
）
。

　
　
こ
の
表
式
に
お
い
て
、
岱
ミ
お
よ
び
旬
ミ
は
総
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
係

　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

数
、
お
お
よ
び
あ
は
国
民
経
済
計
画
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
第
脊
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

よ
び
第
◎
物
的
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン
ド
増
加
率
、
§
お
よ
び
§
は

所
与
の
技
術
・
経
済
的
査
定
デ
ー
タ
に
よ
る
物
的
固
定
．
流
動
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
ソ
ド
の
再
生
産
過
程
の
長
さ
（
年
単
位
）
、
阜
お
よ
び
“
は
国
民
経
済

の
全
生
産
分
野
に
お
け
る
所
与
の
種
類
の
固
定
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
物
財

流
動
フ
オ
ソ
ド
の
総
価
値
、
ぎ
は
物
質
的
生
産
分
野
で
利
用
さ
れ
る

自
然
資
源
の
台
帳
上
の
評
価
、
Ｕ
は
生
産
分
野
に
お
げ
る
貨
幣
流
動
フ

　
ォ
ン
ド
の
年
平
均
必
要
量
を
あ
ら
わ
す
。

　
表
式
に
し
た
が
っ
て
（
第
四
図
）
、
目
的
関
数
（
線
型
関
数
）
を
最
大
に

す
る
よ
う
な
、
充
用
固
定
・
流
動
フ
ォ
ソ
ド
、
白
然
資
源
お
よ
び
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
“
　
　
　
１

資
金
の
経
済
効
率
係
数
ベ
ク
ト
ル
（
岬
曾
岬
ミ
岬
き
＄
を
求
め
る
。
す
な

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
二
五
三
）
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フ）表４第（

分
フ
び

産
る
よ
計

生
げ
お
総

的
お
ド
の

賞
に
ン
源

物
野
オ
資

〃
●■■

２１

ぶ
びよお源資

ドソオフ

〈
榊
く
榊

Ｄ
９
，
Ｋ
左

十
　
十

Ｇ
Ｇ

ち
＾
巧

　
比

　
く
閉
　
わ

…
、
Ｋ

　
１
＋
　
ｘ

　
・
戸

＾
刎
　
く
榊

Ｄ
９

・
Ｋ
〈
Ｋ

＋
　
＋
…

Ｇ
Ｇ
切
　
肋

く
¢
〈
炉

胎

く
榊

９

・
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＋ｑ伽

く
９
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…
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刎
く
伽

Ｄ
９
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＋
＋
Ｇ
Ｇ

１
２
　
２
２

＾
¢
〈
炉

●
　
■
　
●

比
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伽

一左十ｑ肋
く
¢

〈
刎
く
刎

Ｄ
９

〈
Ｋ
〈
Ｋ

＋
　
＋

Ｇ
Ｇ

ｕ
　
２
２

〈
９
〈
¢

■
　
■
　
●

比

く
刎

一左十ｑ机
く
炉

・
＆
・
ら

・
島

定固

瓦
一
物
Ｄ
９
庄
庄
十
　
十

Ｇ
Ｇ

瓦
瓦

●
　
●
　
●

尻“元十Ｇ
一
凡

～
伽
　
～
〃

Ｄ
９
え
宜
十
　
十

Ｇ
Ｇ
吻
　
肋

～
９
～
¢

●

～
榊

“庄十Ｇ吻
～
９
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…
■
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…

～
刎
～
刎
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９

え
元
十
　
十

Ｇ
Ｇ

１
２
　
２
２

～
炉
～
９

●
　
●
　
●

～
伽

“元十Ｇ
０
２

～
¢

～
榊
　
～
刎

Ｄ
９
庄
庄
十
　
十

Ｇ
Ｇ

ｕ
　
２
１

～
〃
～
¢

●
　
●
　
●

０

、
刎

“元十Ｇ
０
１

～
¢

一
＆
一
ら
■

：
一
乱

動
肋

流
吻

＆

＆●
　
●
　
●

玲

舳
〃

肋
〃

●
　
●
　
●

〃”４

■
・

■
・

…

…

１
２〃

２
２〃
■
　
●
　
■

２６４

１
１〃

２
１〃
■
　
●
　
●

伽
４

一
己
一
ら

身

然自

刀伽

●●●

伽仇身幣貨

…約制

伽…伽伽幻

益
）
収
数
幣
定
貨
（

”の”Ｑ…
２の２Ｑ１０１Ｑ

．
７
一〇

．
７
’Ｑ

彬
た
幣
し
物

貨
示
産

の
表
生

値
で
門

価
態
部

　
　
　
　
一
二
八
　
（
二
五
四
）

わ
ち

　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〉

　
】
卯
タ
（
Ｈ
＋
尊
）
§

　
　
討

　
　
十
Ｍ
］
岬
ｏ
“
（
Ｈ
＋
わ
）
§
ｏ
＋
】
岬
、
完
、

　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ

　
　
＋
¢
ｂ
ｌ
ー
べ
§
嚢
）
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
最
大
値
を
求
め
る
さ
い
の
条
件
は
、
糾
Ｖ

◎
・
８
Ｖ
◎
一
¢
Ｖ
◎
一
¢
Ｖ
◎
で
あ
１
り
、
ま
た

各
第
、
部
門
に
関
す
る
制
約
条
件
を
特
徴
づ

げ
る
っ
ぎ
の
方
程
式
体
系
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
〉

　
】
岬
茎
ミ
（
Ｈ
＋
お
）
幸

　
ぎ

　
　
十
Ｍ
］
ゆ
剣
ミ
（
Ｈ
＋
あ
）
§
〇
十
〕
岬
、
忘
、
、

　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
＋
¢
§
１
１
寺
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
種
々
の
物
的
フ
ォ
ン
ド
の
経
済
効
率
係
数

を
規
定
し
た
う
え
で
、
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン

ド
の
部
門
収
益
基
準
の
値
を
つ
ぎ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
＊

彩
で
計
算
で
き
る
。

　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
〉

　
　
　
】
即
卦
×
Ｈ
＋
お
）
≠

　
享
１
１
ぎ
　
　
〉
　
　
・

　
　
　
　
　
　
ｕ
妻

　
　
　
　
　
　
ぎ



　
　
　
　
　
】
岬
。
“
×
Ｈ
＋
ぎ
）
～

　
　
　
３
Ｈ
。
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
北
“

　
ホ
　
流
動
フ
ォ
ン
ド
の
部
門
収
益
基
準
は
、
物
財
フ
ォ
ン
ド
と
貨
幣
フ
ォ
ン
ド

　
の
双
方
を
考
慮
で
き
る
。

　
こ
こ
で
は
、
物
的
フ
ォ
ソ
ド
の
収
益
基
準
は
、
各
都
門
で
直
接
機
能

し
て
い
る
フ
ォ
ソ
ド
だ
げ
が
借
受
け
の
効
果
を
生
む
の
で
あ
る
か
ら
、

各
フ
ォ
ソ
ド
に
関
す
る
直
接
的
フ
ォ
ン
ド
集
約
度
（
総
フ
オ
ン
ド
集
約
度

で
は
な
く
）
に
帰
す
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
つ
ぎ
の
結
論
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
た
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、

　
帰
結
五
　
部
門
収
益
基
準
は
、
そ
の
部
門
で
機
能
し
て
い
る
フ
ォ
ソ

ド
の
物
的
構
成
に
よ
り
、
各
部
門
ご
と
に
区
別
さ
れ
る
。

　
同
時
に
、
部
門
収
益
基
準
は
以
下
の
マ
ク
ロ
経
済
的
（
国
民
経
済
的
）

な
値
に
左
右
さ
れ
る
。

　
Ｈ
　
物
的
フ
ォ
ソ
ド
の
経
済
効
率
係
数
（
則
お
よ
び
岬
◎
）

　
○
　
基
底
計
画
に
お
げ
る
そ
れ
ら
の
フ
ォ
ン
ド
の
増
加
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
お
よ
び
わ
）

　
嘗
　
国
民
経
済
に
お
け
る
所
与
の
種
類
の
フ
ォ
ソ
ド
の
再
生
産
過
程

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

の
長
さ
（
§
沖
お
よ
び
§
。
）

　
　
　
　
ヴ
ニ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
　
自
然
資
源
の
経
済
効
率
に
関
し
て
は
、
自
然
資
源
の
利
用
は
各
地
帯

別
、
各
種
の
白
然
資
源
別
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。

元
来
、
所
与
の
各
生
産
部
門
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
の
は
、
ふ
っ
う
そ

れ
ぞ
れ
の
地
帯
に
存
在
す
る
一
定
種
類
の
自
然
資
源
だ
け
な
の
だ
か
ら

　
（
農
業
生
産
に
お
け
る
土
地
、
鉱
業
各
部
門
に
お
け
る
有
用
地
下
埋
蔵
物
の
産
地
）
。

貨
幣
資
金
利
用
の
経
済
効
率
係
数
は
、
そ
の
性
質
上
ふ
つ
う
の
銀
行
貸

付
の
利
子
に
類
似
し
て
い
る
。

　
　
同
時
に
、
第
三
表
と
第
四
表
の
表
式
に
よ
っ
て
、
価
値
の
部
門
的

　
（
お
よ
び
地
域
的
）
貨
幣
（
転
化
）
形
態
の
諾
成
分
を
決
定
で
き
る
。
貨
幣

表
示
価
値
の
全
形
成
過
程
と
こ
の
過
程
の
数
学
的
記
述
と
は
、
杜
会
的

価
値
は
そ
の
諸
成
分
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
諸
成
分
に
分

解
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
主
張
が
、
完
全
に
正
し
か
っ

　
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
固
定
・
流
動
フ
ォ
ソ
ド
の
収
益
基
準
は
都
門
別
に
区
別
さ
れ
る
だ
げ

で
な
く
、
部
門
内
部
で
も
個
々
の
企
業
別
に
区
別
さ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
機
能
フ
ォ
ソ
ド
の
物
的
構
造
は
部
門
ご
と
に
こ
と
な
る
う
え
、
同

　
一
部
門
内
部
で
も
企
業
ご
と
に
こ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
こ
の
ぼ
あ
い
、
フ
ォ
ソ
ド
の
収
益
基
準
は
、
企
業
連
合
や
企
業
や
個

　
々
の
生
産
部
門
で
機
能
し
て
い
る
固
定
・
流
動
フ
ォ
ソ
ド
、
お
よ
び
自

（
小
野
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
二
五
五
）
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＊

然
資
源
に
た
い
す
る
義
務
的
加
算
の
形
態
を
と
り
え
よ
う
。
経
営
上
の

各
細
胞
の
杜
会
に
た
い
す
る
義
務
が
こ
の
よ
う
な
加
算
の
彩
で
形
成
さ

れ
る
わ
げ
で
、
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
細
胞
は
、
経
営
に
あ
て
る
た
め

に
供
給
を
受
げ
た
フ
ォ
ソ
ド
や
資
源
を
、
十
分
採
算
の
と
れ
る
よ
う
な

方
法
で
利
用
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
た
る
。

　
ホ
　
義
務
的
と
い
う
の
は
、
部
門
価
値
、
地
帯
価
値
お
よ
び
個
別
的
価
値
の
計

　
　
算
過
程
と
、
フ
ォ
ン
ド
の
収
益
性
の
計
画
化
過
程
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
下
部
の
環
（
企
業
連
合
、
企
業
）
で
は
、
生
産
フ
ォ
ソ
ド
と
白
然
資
源

の
部
門
収
益
係
数
の
形
成
は
、
本
質
的
に
は
個
別
的
価
値
の
形
成
過
程

に
帰
着
す
る
。
そ
の
さ
い
、
総
係
数
の
体
系
か
ら
、
直
接
的
フ
ォ
ソ
ド

集
約
度
係
数
、
お
よ
び
労
働
支
払
い
フ
ォ
ン
ド
、
減
価
償
却
フ
ォ
ン
ド
、

貨
幣
収
益
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の
支
払
い
の
直
接
的
諾
係
数
へ
の
逆
の
移
行

が
な
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
合
法
則
的
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
こ
の
水
準
で
の
総
係
数
の
役
割
は
、
価
格
な
ど
の
経
済
範
晴
が
は

た
す
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
定
理
四
　
各
第
、
部
門
生
産
物
の
生
産
に
。
お
い
て
、
労
働
支
払
い
フ

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

オ
ン
ド
、
減
価
償
却
フ
ォ
ソ
ド
お
よ
び
収
益
フ
ォ
ン
ド
か
ら
の
支
払
い

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

総
額
（
寺
苧
ｓ
は
、
こ
の
生
産
物
の
価
格
に
ひ
と
し
い
。
こ
の
こ
と

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、

は
以
下
の
考
え
か
ら
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
二
五
六
）

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
物
一
単
位
の
価
格
計
算
の
表
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
た
る

参
照
）
。

（
第
五
表

式表算計格価）表５第（

　
こ
こ
で
さ
は
価
格
、
ミ
、
争
３
は

そ
れ
ぞ
れ
労
働
支
払
い
フ
ォ
ソ
ド
、
減

価
償
却
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
収
益
フ
ォ
ソ

ド
か
ら
の
直
接
的
支
払
い
（
生
産
物
一
単

位
当
り
）
を
あ
ら
わ
す
。

　
等
価
交
換
の
条
件
の
も
と
で
の
価
格

計
算
過
程
は
数
学
的
に
は
つ
ぎ
の
公
式

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
さ
１
１
】
３
“
十
３
＋
令
十
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
“

　
し
た
が
っ
て
（
行
列
記
号
で
表
示
）
、

　
　
　
、
１
（
Ｓ
＋
阜
十
Ｓ
（
向
－
ト
）
，
一
１
１
“
十
亭
十
モ
　
　
　
（
胃
・
）

　
右
の
定
理
に
よ
っ
て
、
価
値
の
貨
幣
転
化
形
態
か
ら
個
別
的
価
直
に

移
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
価
値
の
個
別
的
彩
態
は
価
値
の
転
化

形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
定
理
四
は
、
と
く
に
、
第
§
企
業
に
お
げ
る

第
、
生
産
物
の
産
出
量
一
単
位
の
個
別
的
価
値
を
計
算
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
。

　
個
別
的
価
値
は
つ
ぎ
の
諸
体
系
に
も
と
づ
い
て
規
定
す
る
必
要
が
あ



る
。　

Ｈ
　
一
般
的
部
門
・
地
域
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
“
　
　
　
ー

れ
た
マ
ク
ロ
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
体
係
（
ミ
み
ぎ
サ
¢
）

　
○
所
与
の
第
§
企
業
に
固
有
な
マ
ク
ロ
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
“

系
（
ぶ
、
（
§
・
ぶ
§
と
、
§
一
さ
一
§
）
一
ト
、
§
）
＼
、
§
一
）

　
目
　
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン
ド
と
自
然
資
源
の
個
別
的
な
物
的
構
造
を

考
慮
に
入
れ
た
、
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン
下
お
よ
び
自
然
資
源
の
個
別
的

経
済
効
率
係
数
の
体
系
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
】
耶
さ
沖
§
一

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
“
さ
。
§
一

　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
享
§
一
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
§
）
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
｛
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
ｏ
、
一
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
§
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
一
」
韮
、
一

　
た
だ
し
ぎ
言
旬
さ
は
第
刎
企
業
に
お
け
る
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン
ド

の
個
別
的
収
益
基
準
、
§
、
は
同
じ
く
自
然
資
源
の
個
別
的
収
益
基
準

を
あ
ら
わ
す
。

第
§
企
業
に
お
げ
る
第
、
生
産
物
の
個
別
的
価
値
（
ｓ
、
§
一
）
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
さ
§
一
１
ー
ヒ
ま
一
§
一
ミ
十
ミ
§
一
十
（
今
§
一
十
ミ
§
一
）
“
§
一

　
　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
＋
３
§
一
ｂ
§
十
ｓ
§
一
ミ
§
一
　
　
　
　
　
　
　
術
岨

　
　
　
ヴ
ヱ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
祉
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
　
こ
こ
で
は
物
財
フ
ォ
ン
ド
と
貨
幣
フ
ォ
ン
ド
は
単
一
の
流
動
フ
ォ
ン

　
ド
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
定
理
五
　
第
、
生
産
物
を
産
出
す
る
§
個
の
企
業
全
部
に
つ
い
て
の

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
個
別
的
価
値
の
総
計
（
】
さ
§
一
や
§
一
）
は
、
第
、
統
合
部
門
生
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
の
総
産
出
量
に
つ
い
て
の
杜
会
的
価
値
の
総
計
（
ぶ
９
）
に
ひ
と
し
い
。

　
　
こ
れ
は
、
杜
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
と
を
規
定
す
る
マ
ク
ロ
経
済

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
同
一
で
あ
る
こ
と
の
、
白
然
な
結
果
に
。
ほ
か
な
ら
な

　
い
。
他
方
、
右
の
企
業
全
部
の
総
産
出
量
（
９
§
一
）
に
つ
い
て
、
適
当

　
な
方
法
で
加
重
平
均
さ
れ
た
個
別
的
価
値
を
形
成
す
る
マ
ク
ロ
経
済
バ

　
ラ
メ
ー
タ
ー
は
、
各
第
、
統
合
部
門
生
産
物
の
貨
幣
表
示
価
値
を
規
定

　
す
る
同
様
の
マ
ク
ロ
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
ひ
と
し
い
。

　
　
こ
の
よ
う
に
、
部
門
・
地
域
杜
会
的
分
業
の
一
般
モ
デ
ル
は
、
す
べ

　
て
の
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
、
数
学
的
に
記
述
し
、

数
学
的
に
計
算
す
る
可
能
性
を
与
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
固
定
・
流
動
フ

　
ォ
ン
ド
の
経
済
効
率
基
準
、
生
産
フ
ォ
ソ
ド
と
自
然
資
源
の
部
門
収
益

　
基
準
、
個
々
の
企
業
別
の
固
定
・
流
動
フ
ォ
ン
ド
と
白
然
資
源
の
計
画

収
益
基
準
、
価
直
の
貨
幣
形
態
、
企
業
の
個
別
的
価
値
と
個
別
的
生
産

価
格
で
あ
る
。

　
　
上
記
の
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
す
べ
て
、
杜
会
的
分
業
の
条
件
の
も

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

と
で
お
こ
な
わ
れ
る
、
生
産
都
門
や
経
済
他
方
や
個
々
の
企
業
の
あ
い

だ
に
お
げ
る
、
経
済
活
動
の
結
果
（
商
品
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
）
の
等
価
交

換
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
個
々
の
部
門
の
内
部
で
お
こ
な
わ
れ
る
製
品
別
お

よ
び
部
品
別
の
生
産
の
専
門
化
を
特
徴
づ
げ
る
。
各
部
門
が
生
産
す
る

生
産
物
や
商
品
に
は
、
杜
会
成
員
の
労
働
支
出
が
対
象
化
さ
れ
結
晶
し

て
い
る
。
だ
か
ら
、
生
産
物
の
部
門
内
区
分
は
同
時
に
部
門
内
の
杜
会

的
分
業
過
程
を
も
特
徴
づ
げ
る
。
統
合
部
門
生
産
物
は
、
製
品
別
お
よ

び
部
品
別
分
業
に
も
と
づ
い
て
、
質
（
商
標
、
等
級
、
構
造
、
種
類
）
あ
る

い
は
形
状
や
サ
イ
ズ
（
輪
廓
、
型
“
規
格
サ
ィ
ズ
、
規
格
部
品
な
ど
）
が
こ
と

な
る
、
明
細
表
示
を
も
つ
具
体
的
労
働
生
産
物
に
分
解
す
る
。
各
労
働

生
産
物
は
明
細
表
示
を
も
つ
各
生
産
対
象
と
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な

っ
た
消
費
特
性
（
ぎ
）
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鉱
石
と
溶
剤
の
混

合
物
の
成
分
は
、
冶
金
上
の
価
直
（
コ
ー
ク
ス
の
堅
牢
度
、
鉱
石
の
硫
黄
含

有
度
、
集
塊
岩
の
質
な
ど
）
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
食
料
品
は
栄
養
素
の

含
有
度
（
カ
ロ
リ
ー
、
消
化
可
能
蛋
白
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
、
ビ
タ
、
、
、
ン
、

鉱
物
質
）
が
こ
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
や
発
動
機
に
は
馬
力
や
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
二
五
八
）

用
燃
料
の
種
類
の
点
で
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
あ
り
、
種
々
の
機
械
は
生

産
能
力
や
耐
久
性
や
信
頼
度
が
ち
が
う
し
、
長
期
間
便
用
さ
れ
る
製
品

は
耐
久
性
（
靴
の
着
用
期
間
、
タ
ィ
ヤ
の
走
行
距
離
な
ど
）
の
点
で
こ
と
な

っ
て
い
る
。
生
産
的
お
よ
び
個
人
的
消
費
用
の
相
互
代
替
的
た
製
品
が
、

消
費
分
野
に
１
お
い
て
保
障
す
る
節
約
量
（
消
費
者
が
実
現
す
る
）
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
原
料
の
層
の
大
き
さ
が
こ
と
な
る
こ
と
や
、

よ
り
少
な
い
生
産
物
で
同
一
の
欲
望
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
る
能
力
た

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
一

　
以
上
の
結
果
、
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
は
、
所
与
の
種
類
の
製

品
の
消
費
特
性
を
し
め
す
特
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
く
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
第
～
商
品
の
第
ぴ
番
目
の
消
費
特
性
を
し

め
す
係
数
（
ぎ
）
の
行
列
を
な
す
。

　
各
統
合
都
門
生
産
物
に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ブ
モ
デ
ル
が
構

成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ブ
モ
デ
ル
の
定
数
と
し
て
、
先
行
モ
デ
ル

（
一
般
的
部
門
・
地
域
社
会
的
分
業
モ
デ
ル
）
の
水
準
で
観
定
さ
れ
た
値
が

も
ち
い
ら
れ
る
。
各
第
卜
統
合
部
門
生
産
物
の
サ
ブ
モ
デ
ル
に
定
数
と

し
て
導
入
さ
れ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
Ｈ
所
与
の

第
卜
都
門
生
産
物
を
な
す
統
合
体
の
各
第
～
要
素
に
た
い
し
て
規
定
さ

れ
た
貨
幣
形
態
に
お
げ
る
杜
会
的
価
直
（
ぎ
）
、
ｏ
価
値
に
ふ
く
ま
れ



る
収
益
（
固
定
・
流
動
フ
オ
ン
ド
の
価
値
お
よ
び
自
然
資
源
の
台
帳
評
価
へ
の

加
算
）
、
目
価
値
に
ふ
く
ま
れ
る
国
民
経
済
的
費
用
（
】
～
、
妄
十
３
＋

全
）
。
価
格
が
価
直
水
準
に
一
致
す
る
と
き
に
は
、
国
民
経
済
的
費
用

は
部
門
原
価
（
Ｐ
ｌ
ｌ
亭
－
や
）
で
代
置
し
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
ぱ
あ
い
に
は
享
１
１
“
だ
か
ら
。

　
価
格
が
価
値
水
準
に
合
致
し
な
い
ぱ
あ
い
に
は
、
価
格
と
価
値
の
あ

い
だ
の
比
率
を
、
一
般
的
部
門
・
地
域
分
業
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
規

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
お
い
て
、
所
与
の
統
合
部
門
生
産

物
を
特
徴
づ
げ
る
統
合
体
の
個
々
の
要
素
の
価
格
に
こ
の
比
率
を
か
け

れ
ぼ
、
統
合
体
の
各
要
素
の
価
格
の
価
恒
水
準
が
規
定
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
準
の
こ
れ
ら
の
価
値
価
格
が
、
こ
の
統
合
部
門
生

産
物
の
部
門
内
区
分
サ
ブ
モ
デ
ル
に
導
入
さ
れ
る
。

　
製
品
別
お
よ
び
部
品
別
の
専
門
化
と
協
業
に
。
さ
い
し
て
、
各
第
卜
統

合
部
門
生
産
物
は
～
個
の
基
本
的
な
統
合
体
要
素
（
明
細
表
示
製
晶
お
よ

び
部
晶
）
に
分
解
す
る
。
各
第
～
明
細
表
示
製
品
は
、
ぎ
の
値
を
も
つ

種
々
の
第
｝
消
費
特
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
サ
ブ
モ
デ
ル
は
、
各
統
合
部
門
生
産
物
に
た
い
し
て
、
つ
ぎ
の
一
般

的
な
表
式
（
第
六
表
）
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
る
。

　
各
第
卜
統
合
部
門
生
産
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
明
細
表

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ユ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
）
　
分
　
区
　
に
　
物
　
産
　
生
レ
の

ノ
　
固

デ
イ
モ
３

分
つ
区
も
物
を
産
性
生
特
内
費
『
消
Ｆ
の
部　
個

）
　
ｓ
表
を
６
物
第
産
（
生
　
門
　
部
　
合
　
統
　
第
　
（

の物産生門部合統

量性特費消総
勺

・
ｘ
小

ｕ帝
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２

０
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２
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用

（
小
野
）

二
三
二
　
（
二
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

示
製
品
お
よ
び
部
品
の
セ
ッ
ト
（
苧
）
と
、
そ
れ
ら
を
特
徴
づ
け
る
消

費
特
性
の
体
系
（
ぎ
）
と
が
照
応
し
て
い
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
。
、

消
費
特
性
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
独
特
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か

に
普
遍
的
タ
ィ
プ
の
特
徴
が
ふ
く
ま
れ
る
。
た
と
え
ぱ
、
質
的
指
標
、

所
与
の
具
体
的
製
品
に
よ
る
具
体
的
杜
会
的
欲
望
の
充
足
度
の
指
標
、

あ
る
い
は
、
個
々
の
具
体
的
製
品
の
使
用
に
よ
る
消
費
者
側
の
総
節
約

量
の
指
標
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
消
費
特
性
の
量
的
特
徴
づ
げ
（
ぎ
）
は
、
そ
の
消
費
特
性
を
も
つ
製

品
が
充
足
す
べ
き
杜
会
的
欲
望
の
特
質
を
、
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
構
成
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
食
料
品
の
明

細
表
示
に
さ
い
し
て
は
、
そ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
栄
養
素
の
量
が
、
人
口

の
年
令
・
性
・
民
族
構
成
を
考
慮
に
入
れ
た
、
一
人
当
り
一
日
分
平
均

基
準
食
糧
に
ふ
く
ま
れ
る
栄
養
素
の
分
量
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。　

熔
鉱
炉
あ
る
い
は
マ
ル
チ
ソ
炉
用
の
鉱
石
と
溶
剤
の
混
合
物
の
冶
金

業
的
特
性
を
評
価
す
る
さ
い
に
は
、
混
合
物
の
消
費
特
性
の
特
徴
づ
げ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
技
術
的
基
準
量
（
炭
素
、
ヵ
一
ル
シ
ゥ
ム
、
合
金
元

素
の
基
準
含
有
量
、
硫
黄
や
燐
の
極
限
合
有
量
、
コ
ー
ク
ス
の
基
準
堅
牢
度
な
ど

に
関
し
て
標
準
的
な
混
合
物
の
分
量
）
で
表
現
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
二
六
〇
）

　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
係
数
ざ
（
消
費
特
性
の
経
済

的
評
価
）
と
“
（
所
与
の
統
合
部
門
生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
る
統
合
体
諾
要
素
の

原
価
に
た
い
す
る
価
格
の
比
例
係
教
）
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
消
費
特
性
の
経
済
的
評
価
（
列
ベ
ク
ト
ル
ざ
）
お
よ
び
原
価
に
た
い
す

る
価
格
の
比
例
係
数
（
行
ベ
ク
ト
ル
３
）
は
、
数
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ソ
グ

の
方
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
問
題
の
解
を
求
め
よ
う
。

　
第
一
の
間
題
に
お
い
て
は
、
所
与
の
統
合
部
門
生
産
物
（
統
合
体
）
に

ふ
く
ま
れ
て
い
る
区
分
生
産
物
を
特
徴
づ
げ
る
、
消
費
特
性
（
“
）
の

経
済
的
評
価
が
規
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
（
第
六
表
）
に
も
と
づ
き

以
下
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
。
つ
ぎ
の
線
型
汎
関
数
の
形
で
数
学
的
に

記
述
さ
れ
る
、
統
合
部
門
生
産
物
（
統
合
体
）
の
総
消
費
評
価
を
最
大
に

す
る
よ
う
た
、
諸
商
品
の
消
費
特
性
の
経
済
的
評
価
（
“
）
を
求
め
よ
。

　
　
　
】
ざ
９
１
１
§
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

た
だ
し
、
条
件
は
ざ
Ｖ
ｏ
お
よ
び
～
個
の
方
程
式
か
ら
な
る
つ
ぎ
の
制

約
条
件
式
体
系
で
あ
る
。

　
　
　
】
さ
ボ
ー
ー
ミ
（
Ｎ
ｌ
ー
ポ
ド
…
ぺ
）

　
　
　
口

　
第
二
の
問
題
は
、
部
門
原
価
（
価
格
水
準
に
合
致
し
な
い
価
格
の
も
と
に



お
い
て
は
国
民
経
済
的
費
用
）
に
た
い
す
る
価
格
の
比
例
係
数
（
～
）
を
規

定
す
る
こ
と
（
同
じ
く
第
六
表
を
基
礎
に
し
て
）
に
帰
着
す
る
。

　
第
二
の
問
題
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
。
数
学
的
に
線
型
汎
関

数
】
６
Ｐ
ｌ
Ｉ
§
ぎ
の
形
で
記
述
さ
れ
る
統
合
体
の
総
原
価
を
、
左
記

の
条
件
の
も
と
で
最
小
に
す
る
よ
う
な
、
統
合
体
要
素
の
価
格
の
原
価

（
ｏ
。
）
に
た
い
す
る
比
例
係
数
（
“
）
を
求
め
よ
。
た
だ
し
条
件
は
“
Ｖ
◎

お
よ
び
吻
個
の
方
程
式
か
ら
な
る
つ
ぎ
の
制
約
条
件
式
体
系
で
あ
る
。

　
　
　
】
さ
Ｎ
ざ
苧
Ｈ
箏
９
（
｝
”
一
ド
　
…
Ｌ
）

　
　
　
Ｎ

　
部
門
内
生
産
物
区
分
モ
デ
ル
の
考
察
か
ら
以
下
の
結
論
を
引
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、

　
帰
結
六
　
統
合
部
門
生
産
物
を
構
成
す
る
統
合
体
要
素
一
単
位
の
価

格
（
“
）
は
そ
の
原
価
に
比
例
し
、
統
合
体
一
単
位
の
価
格
は
統
合
部

門
生
産
物
の
杜
会
的
価
値
（
貨
幣
形
撞
に
お
け
る
）
に
照
応
す
る
。

　
、
　
　
、
　
　
　
、

　
帰
結
七
　
統
合
部
門
生
産
物
に
ふ
く
ま
れ
る
諸
要
素
の
価
格
に
は
、

こ
の
統
合
体
の
杜
会
的
価
値
（
貨
幣
形
能
だ
お
け
る
）
だ
け
で
な
く
、
各

統
合
体
要
素
の
消
費
特
性
を
全
体
と
し
て
特
徴
づ
げ
る
統
合
体
の
使
用

価
値
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
価
格
は
、
一
方
で
は
、
杜
会

的
必
要
労
働
支
出
を
、
他
方
で
は
、
所
与
の
杜
会
的
欲
望
を
充
足
す
る

こ
と
が
で
き
る
商
品
の
消
費
特
性
の
最
良
の
最
適
組
合
せ
を
表
現
す
る

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

よ
う
な
、

る
。

ふ
た
っ
の
杜
会
的
シ
グ
ナ
ル
を
白
已
の
う
ち
に
ふ
く
ん
で
い

六
　
部
門
内
個
別
企
業
間
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル

　
同
種
類
の
商
品
を
生
産
す
る
個
別
企
業
問
の
分
業
は
、
部
門
内
企
業

問
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
形
で
数
学
的
に
記
述
さ
れ
る
。

　
　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
各
地
域
内
の
個
々
の
供
給
者
企
業
と
消
費
者
企
業

の
あ
い
だ
の
労
働
結
果
の
交
換
を
特
徴
づ
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

自
身
の
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
換
に
登
場
す
る
の
は

総
生
産
物
の
一
部
を
な
す
商
品
生
産
物
だ
け
で
あ
る
。
企
業
が
ち
が
え

ぼ
生
産
物
一
単
位
の
個
別
的
価
値
は
ひ
と
し
く
な
い
。
け
れ
ど
も
、
地

域
（
市
場
）
内
で
も
、
交
換
は
こ
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

　
マ
ル
ク
ス
の
用
語
に
し
た
が
え
ば
、
市
場
価
格
の
基
礎
に
横
た
わ
る
市

場
価
値
に
。
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
市
場
価
値
は
、
所
与
の
各
生
産
部

門
お
よ
び
地
域
（
市
場
）
内
で
、
単
一
の
（
所
与
の
商
晶
市
場
に
と
つ
て
）

地
域
市
場
価
値
へ
の
個
別
的
価
値
の
均
等
化
を
つ
う
じ
て
彩
成
さ
れ
る
。

　
市
場
価
値
の
形
成
に
参
加
す
る
の
は
商
品
生
産
物
だ
け
で
、
自
已
生

産
物
の
工
場
内
消
費
は
こ
れ
に
関
与
し
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
ア
ム
ー
ル

　
ス
タ
ｉ
リ
エ
場
で
、
遠
方
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
銑
鉄
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
二
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

使
っ
て
つ
く
ら
れ
る
マ
ル
チ
ソ
鋼
の
高
い
個
別
的
価
値
は
、
粗
鋼
の
市

場
価
値
の
形
成
過
程
に
は
入
り
こ
ま
な
い
が
、
こ
の
粗
鋼
か
ら
つ
く
ら

れ
る
鋼
板
の
市
場
価
値
形
成
に
は
参
加
す
る
。
チ
ェ
レ
ポ
ヴ
ェ
ツ
エ
場

で
、
は
る
ば
る
ヴ
ォ
ル
ク
ー
タ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
石
炭
で
っ
く
る
コ

ー
ク
ス
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、

非
黒
土
地
帯
で
畜
産
経
営
の
自
家
消
費
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
る
飼
料
用

作
物
に
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　
個
別
的
価
値
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
分
類
し
た
諸
企
業
の
商
品
生
産
物

の
分
布
曲
線
は
、
総
生
産
物
の
同
様
な
分
布
曲
線
に
比
し
、
ふ
つ
う
左

に
（
最
小
価
値
の
側
へ
）
傾
い
て
い
る
。

　
市
場
価
値
と
は
、
生
産
と
消
費
の
あ
い
だ
の
均
衡
、
杜
会
的
需
要
と

供
給
の
あ
い
だ
の
均
衡
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
、
所
与
の
地
域
（
市
場
）

の
企
業
の
個
別
的
価
値
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
ば
あ
い
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
市
場
に
出
さ
れ
る
商
品
量

（
そ
れ
は
ふ
つ
う
市
場
在
庫
品
の
機
動
性
や
状
態
に
結
合
し
て
い
る
）
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
需
要
と
供
給
の
偶
然
的
匁
相
互
関
係
で
は
な
く
て
、
杜

会
的
生
産
（
供
給
）
と
杜
会
的
消
費
（
需
要
）
の
あ
い
だ
の
国
民
経
済
的

．
全
地
域
的
相
互
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
換
の
さ
い
に
進
行
す

る
需
要
と
供
給
の
調
整
過
程
の
特
徴
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
で
示
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
ハ
（
二
六
二
）

と
が
で
き
よ
う
。
た
が
い
に
つ
な
が
り
の
あ
る
ふ
た
つ
の
貯
水
池
が
あ

る
と
す
る
。
第
一
の
貯
水
池
の
壁
に
は
個
別
的
価
値
の
目
盛
が
記
入
し

て
あ
り
、
第
二
の
貯
水
池
の
壁
に
は
支
払
い
能
力
を
も
つ
杜
会
的
需
要

量
を
特
徴
づ
げ
る
目
盛
が
記
載
し
て
あ
る
。
貯
水
池
の
容
積
は
、
第
一

の
貯
水
池
に
つ
い
て
は
商
品
生
産
物
の
累
積
（
総
計
）
供
給
量
に
、
第
二

の
貯
水
池
に
関
し
て
は
所
与
の
製
品
に
た
い
す
る
総
欲
望
量
に
照
応
す

る
よ
う
計
算
し
て
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
貯
水
池
の
水
量
の
均
等
化
過
程
は
、
需
要
量
の
大
き
さ
が

価
格
水
準
お
よ
び
貨
幣
所
得
の
大
き
さ
に
依
存
す
る
と
い
う
事
情
の
た

め
、
複
雑
な
も
の
に
な
る
。
一
般
に
価
格
低
下
に
と
も
な
っ
て
需
要
は

増
大
し
、
価
格
が
騰
貴
す
れ
ば
逆
に
需
要
は
減
少
す
る
。
反
対
に
、
需

要
量
と
貨
幣
所
得
の
大
き
さ
と
は
、
逆
連
関
で
は
な
く
直
接
的
連
関
を

も
つ
。
以
上
の
現
象
は
、
需
要
量
の
価
格
弾
力
性
と
か
所
得
弾
力
性
と

か
よ
ぱ
れ
て
い
る
。

　
需
要
水
準
は
所
得
額
に
比
例
し
て
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
、

市
場
価
値
水
準
が
上
昇
す
る
ば
あ
い
に
は
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
逆
の

方
向
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
両
者
の

あ
い
だ
に
は
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
均
衡
点
に

照
応
す
る
個
別
的
価
値
が
、
　
マ
ル
ク
ス
の
理
解
し
た
よ
う
な
地
帯
（
市



場
）
価
値
の
大
き
さ
を
反
映
す
る
こ
と
に
。
な
る
。

　
ど
の
よ
う
な
経
済
体
系
で
あ
れ
、
そ
の
特
徴
づ
け
に
さ
い
し
て
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
全
国
的
杜
会
的
価
直
と
地
域
的
杜
会
的
価
値
の
相
互
関

係
を
考
え
に
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
経
済
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
問

の
差
額
は
、
生
産
地
か
ら
消
費
地
へ
送
ら
れ
る
生
産
物
全
体
に
た
い
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
額
地
代
を
形
成
す
る
。
こ
の
種
の
差
額
地
代
は
杜

会
主
義
の
も
と
で
も
作
用
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
的
杜
会
的
価
値
と

地
域
市
場
価
値
の
相
互
関
係
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
両
者

問
の
差
額
は
正
の
ぱ
あ
い
も
負
の
ぱ
あ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。
価
格
が
地

域
的
杜
会
的
価
値
を
上
廻
る
地
域
（
市
場
）
価
値
の
水
準
で
成
立
す
る
な

ら
ぼ
、
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
反
対
の
ぱ

あ
い
に
は
（
地
域
市
場
価
値
が
地
域
的
杜
会
的
価
値
よ
り
小
で
あ
る
と
き
）
、
完

全
に
実
現
さ
れ
な
い
価
値
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
の
ぱ
あ
い

も
、
生
産
・
供
給
計
画
の
欠
陥
と
不
均
街
と
を
あ
ら
わ
Ｌ
て
い
る
わ
げ

で
あ
る
。
最
後
に
、
企
業
の
個
別
的
価
値
と
地
域
市
場
価
値
の
相
互
関

係
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
市
場
価
値
に
合
致
す
る
価
格
と
相
対
的
に
有
利
た
生
産
条
件
に
あ
る

供
給
者
企
業
の
個
別
的
価
値
と
の
差
額
は
、
マ
ル
ク
ス
の
学
説
に
し
た

が
え
ぱ
差
額
地
代
に
ひ
と
し
い
。

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

　
差
額
地
代
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
生
産
手
段
と
自
然
資
源
の

私
的
所
有
に
。
も
と
づ
い
て
発
生
す
る
。
資
本
主
義
の
も
と
に
お
い
て
は
、

市
場
価
直
は
最
悪
の
自
然
的
条
件
の
も
と
で
の
個
別
的
価
値
に
引
き
っ

げ
ら
れ
る
。

　
杜
会
主
義
の
条
件
下
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
傾
向
は
生
産
手
段
の
杜
会

的
所
有
の
も
と
で
死
減
す
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
条
件
の
も
と
で
は
、

差
額
地
代
は
、
生
産
（
供
給
）
地
と
消
費
（
受
給
）
地
の
地
域
的
杜
会
的

価
値
の
差
額
だ
げ
に
制
限
さ
れ
る
。

　
所
与
の
各
市
場
地
域
内
に
お
い
て
は
、
個
別
的
価
値
と
市
場
（
地
域
）

価
直
と
の
差
額
は
差
額
所
得
（
ま
た
は
欠
損
）
を
形
成
す
る
だ
け
で
あ
る
。

杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
差
額
所
得
と
欠
損
の
全
地
域
的
総
計
は
零
に

ひ
と
し
い
。

　
　
こ
う
し
た
差
額
所
得
は
、
計
画
経
済
に
お
い
て
は
中
央
集
中
的
地
域

フ
ォ
ソ
ド
に
納
入
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
こ
の
フ
ォ
ン
ド
は
負
の
差
額
所

得
（
欠
損
）
を
ヵ
バ
ー
す
る
の
に
支
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
部
門
内
企
業
間
分
業
モ
ブ
ル
は
ふ
た
つ
の
ブ
ロ
ツ
ク
を
も
ち
、
そ
の

双
方
と
も
個
別
的
に
生
産
条
件
お
よ
び
消
費
条
件
を
特
徴
づ
げ
る
。
第

　
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
所
与
の
個
別
的
価
値
水
準
を
も
つ
供
給

者
企
業
が
遂
行
し
た
、
第
、
商
品
の
供
給
の
累
積
持
分
（
“
■
）
を
特
徴

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
二
六
三
）



４

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

づ
け
る
個
別
的
価
値
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
供
給
者
企
業
を
配
分
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
生
産
条
件
が
記
述
さ
れ
る
。

　
一
定
の
型
の
欲
望
（
た
と
え
ば
、
住
民
の
消
費
フ
ォ
ン
ド
や
、
冶
金
業
あ
る

い
は
化
学
工
業
の
生
産
的
消
費
フ
オ
ン
ド
、
等
々
）
を
み
た
す
す
べ
て
の
商

品
の
総
体
に
た
い
し
て
、
総
供
給
割
当
額
の
行
列
、
す
な
わ
ち
（
が
■
）

を
え
る
。
た
だ
し
、
吻
は
第
卜
商
品
の
個
別
的
価
値
を
大
き
さ
順
に
並

べ
た
系
列
の
順
序
を
示
す
番
号
で
あ
る
。
こ
の
係
数
は
み
な
、
所
与
の

各
商
品
に
関
す
る
総
計
係
数
が
一
に
ひ
と
し
く
な
る
よ
う
に
、
累
積
総

額
の
形
で
表
現
さ
れ
る
。

　
第
卜
生
産
物
に
関
す
る
部
門
内
企
業
間
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
第
一

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
第
七
表
の
よ
う
な
統
計
・
経
済
表
の
形
を
と
る
。

　
第
五
列
に
示
さ
れ
る
の
が
個
別
的
価
値
と
地
域
（
市
場
）
価
値
の
差
額

で
あ
る
。

　
個
別
的
価
値
は
式
８
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
定
数
と
し
て
第
三
の
モ

デ
ル
か
ら
第
五
の
モ
デ
ル
（
部
門
内
企
業
問
分
業
）
の
第
一
ブ
ロ
・
ツ
ク
に

移
さ
れ
て
く
る
。
地
域
（
市
場
）
価
値
は
、
第
五
の
モ
デ
ル
の
第
一
お
よ

び
第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
の
調
整
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
。

第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
は
消
費
条
件
を
記
述
す
る
。
住
民
の
消
費
フ
ォ
ン
ド

に
ふ
く
ま
れ
る
諸
商
品
の
消
費
は
、
ス
ル
ツ
キ
ー
の
比
率
を
特
徴
づ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
　
（
二
六
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
係
数
（
お
。
）
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
あ
ら
わ
す
こ
と

ク
）

　
ツ
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
で
き
る
。
こ
の
比

口
分

ブ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
は
、
需
要
量
（
専
）

の
値

件
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
化
と
価
格
一
“
一

条
的
産
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
化
お
よ
び
所
得

生
個

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぐ
）
の
変
化
と
の

）

表
あ
い
だ
の
関
係
を
あ

７

第
ら
わ
し
て
い
る
。

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
ツ
キ
ー
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
は
、
た
と
え
ぱ
家

計
調
査
に
も
と
づ
く
観
察
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
規
定
で
き
る
。
こ
の
係
数

は
、
こ
れ
も
家
計
調
査
の
結
果
に
よ
り
規
定
で
き
る
弾
力
性
係
数
を
も

ち
い
て
表
現
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

　
ス
ル
ツ
キ
ー
の
比
率
（
お
、
）
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
ギ
翰
十
毒
　
　
　
　
・

　
た
だ
し
、
ｅ
は
第
、
商
品
の
需
要
量
、
“
は
第
、
商
品
の
価
格
、

§
は
価
格
が
炉
に
ひ
と
し
い
と
ぎ
の
第
Ｏ
商
品
の
需
要
量
、
ぐ
は
貨

幣
所
得
額
、
、
は
世
帯
部
類
を
あ
ら
わ
す
。
０
１
１
、
な
ら
ば
、
同
一
種
類

鱗５

０

分
）
持
積
額
給
累
総
供
（

４

ん
争
－
ん

１

量
給
供

３

●
　
●
　
●

物
産
生
総

２

●
　
●
　
■

　
　

蹄
蜘

１
Ｌ
工
　
　
　
工
１
　
　
２
　
・
：
　
　
　
８
の
　
ｏ
　
　
　
の

計
総



の
商
品
の
需
要
量
と
価
格
が
対
比
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
。
と
、

と
が
ひ
と
し
く
な
い
な
ら
、
第
、
商
品
の
需
要
量
が
第
。
種
類
の
商
品

の
価
格
に
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
需
要
の
交
叉
価
格
弾
力
性
）
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
価
格
お
よ
び
所
得
に
関
す
る
弾
力
性
係
数
は
つ
ぎ

の
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

　
　
　
需
要
の
価
格
弾
力
性
さ
勺
－
藁
ふ
雫

　
　
　
需
要
の
所
得
弾
力
性
・
り
－
藁
↓
華

　
し
た
が
っ
て
、
ス
ル
ツ
キ
ー
の
比
率
は
弾
力
性
係
数
を
も
ち
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
さ
、
　
　
“
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶

　
　
　
５
、
“
享
一
。
、
。
。

　
第
、
商
品
の
需
要
の
第
、
商
品
自
体
の
価
格
に
関
す
る
弾
力
性
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
右
の
方
程
式
は
Ｑ
の
二
次
方
程
式
に
転
化
す
る
。

　
ス
ル
ツ
キ
ー
の
係
数
の
行
列
は
、
家
計
調
査
あ
る
い
は
商
業
統
計
の

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
行
列
の
主
対
角
線
を

構
成
す
る
係
数
は
、
世
帯
の
家
計
♂
に
制
約
が
あ
る
ぱ
あ
い
に
、
第

、
種
類
の
商
品
の
需
要
量
が
そ
の
価
格
に
よ
っ
て
ど
う
変
化
す
る
か
を

記
述
し
て
い
る
。

　
ス
ル
ツ
キ
ー
は
そ
の
論
文
の
な
か
で
、
比
率
宍
が
第
、
商
品
の
需
要

量
の
増
分
（
ｓ
、
）
と
、
第
○
商
品
の
価
格
の
増
分
（
～
“
）
と
の
あ
い
だ

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ｉ
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

の
比
例
係
数
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち

　
　
　
ぎ
１
ー
お
、
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

・
１
１
、
な
ら
ぼ
、
ぎ
Ｈ
お
克
さ
と
な
る
。

　
こ
の
ス
ル
ツ
キ
ー
の
方
程
式
は
、
モ
デ
ル
の
二
つ
の
ブ
ロ
ツ
ク
を
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
一
の
全
体
に
結
合
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
地
域
（
市
場
）
価
値
を
規
定

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
・
　
お
そ
ら
く
、
こ
こ
で
は
「
価
格
」
と
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
（
註
エ
ム
．

　
　
べ
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
ワ
）
。

　
所
与
の
家
計
所
得
の
も
と
で
の
需
要
の
価
格
弾
力
性
を
示
す
式
に
も

と
づ
い
て
、
需
要
曲
線
を
え
が
い
て
み
よ
う
。

　
他
方
で
、
個
別
的
価
値
の
分
布
に
関
す
る
デ
ｉ
タ
（
第
七
表
Ｎ
列
）

に
も
と
づ
き
、
供
給
曲
線
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
曲
線
は
、

相
互
に
交
わ
る
よ
う
に
、
お
互
い
に
接
近
さ
せ
る
（
消
費
単
位
ｏ
）
当
り
）

必
要
が
あ
る
（
第
一
図
参
照
）
。

　
　
こ
の
交
点
は
、
ス
ル
ツ
キ
ｉ
の
方
程
式
に
も
と
づ
い
て
規
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
徴
分
方
程
式
目
（
ス
ル
ツ
キ
ー
の
）
か
ら
、
定

差
方
程
式
に
移
行
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
Ｑ
ｏ
お
よ
び
さ
。
は
、
第
、
商
品
の
需
要
量
（
消
費
単
位
当
り
）
お
よ
び

（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
二
六
五
）



線

曲
．

給供

立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
二
号
）

＼

Ｅ

７
線曲要需

．
．
一
一

〆

　
量
崎

に
は
、
っ
ぎ
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
ｅ
，
１
晃
１
１
お
×
“
、
１
“
。
）

　
他
方
、
こ
れ
ら
の
値
が
需
要
曲
線
と
供
給
曲
線
の
交
点
の
座
標
と
な

る
た
め
に
は
、

　
　
　
“
、
ｅ
，
１
ー
さ
ｏ
晃

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
方
程
式
を
い
っ
し
ょ
に
解
く
こ
と
に
よ
り
、
供
給
曲

　
　
　
同
じ
第
、
商
品
の
価
格

格閉
　
　
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
バ

『
　
　
　
ラ
メ
ー
タ
ー
は
、
弾
力

　
　
　
性
係
数
（
動
学
的
）
の
規

　
　
　
定
の
基
礎
と
な
る
家
計

　
　
　
の
総
体
に
照
応
し
て
い

　
　
　
る
。
ｅ
、
お
よ
び
さ
、
は
、

　
　
　
右
の
量
の
あ
る
新
し
い

　
　
　
値
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
新
し
い
値
が
家
計
上
の

　
　
　
制
約
に
照
応
す
る
た
め

す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
二
六
六
）

線
と
需
要
曲
線
の
交
点
の
座
標
（
“
、
と
ｅ
、
）
を
規
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
供
給
曲
線
（
第
一
図
参
照
）
上
で
新
し
い
価
格
（
さ
、
）
に
照
応
す

る
個
別
的
価
値
（
第
七
表
）
が
、
地
域
（
市
場
）
価
格
の
基
礎
に
横
た
わ
る

市
場
価
値
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
た
の
ち
、
企
業
間
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
（
第

七
表
）
は
、
生
産
物
一
単
位
当
り
差
額
所
得
（
欠
損
）
を
観
定
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。

　
差
額
所
得
（
欠
損
）
は
、
よ
り
豊
沃
な
自
然
資
源
が
利
用
で
き
る
こ
と
、

あ
る
い
は
企
業
所
在
地
の
位
置
が
有
利
な
条
件
に
あ
る
こ
と
の
結
果
え

ら
れ
る
価
値
の
節
約
を
特
徴
づ
げ
る
。

　
生
産
物
一
単
位
当
り
差
額
所
得
（
欠
損
）
は
、
地
域
（
市
場
）
価
直
と
個

別
的
価
値
と
の
差
額
に
ひ
と
し
い
。

　
計
画
経
済
の
条
件
の
も
と
に
お
い
て
は
、
差
額
所
得
（
欠
損
）
フ
ォ
ン

ド
の
形
成
は
、
企
業
活
動
の
経
済
条
件
の
均
等
化
を
可
能
に
す
る
。
こ

の
こ
と
は
、
採
取
生
産
部
門
（
石
炭
、
石
油
、
鉄
鉱
、
穀
物
）
の
企
業
に
と

っ
て
、
と
く
に
重
要
で
あ
る
。

　
差
額
所
得
（
欠
損
）
の
形
成
過
程
が
、
採
取
工
業
都
門
に
お
い
て
現
実

に
計
算
価
格
が
広
く
普
及
し
て
い
る
こ
と
の
基
礎
に
あ
る
。
差
額
所
得

（
欠
損
）
は
計
算
価
格
の
理
論
的
基
礎
で
あ
る
。



七
　
結
論

　
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
は
、
経
済
体
系
の
構
造
を
規
定
す
る
情
報
型
モ

デ
ル
に
。
属
す
る
。
モ
デ
ル
の
課
題
は
、
杜
会
的
分
業
過
程
の
基
本
的
諸

側
面
を
数
学
的
に
記
述
し
、
計
画
的
杜
会
の
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
学

的
諸
範
晴
の
量
的
な
値
を
規
定
す
る
可
能
性
を
、
保
障
す
る
こ
と
に
あ

る
。　
と
く
に
重
要
な
の
は
、
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
が
、
ソ
連
共
産
党
綱
領

の
も
っ
と
も
重
要
た
点
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
　
「
価
格
は
ま
す
ま
す
よ

く
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
を
反
映
し
、
正
常
に
活
動
し
て
い
る
各
企
業

に
・
生
産
お
よ
び
流
通
の
費
用
の
補
填
と
か
な
り
の
利
潤
を
保
障
し
な

げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
遵
守
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
統
制
を
現
実
に
組
織
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
杜
会
的
分
業
モ
デ
ル
の
主
要
な
用
途
は
っ
ぎ
の
点
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
杜
会
的
必
要
労
働
支
出
を
規
定
す
る
可

能
性
を
与
え
る
こ
と
、
第
二
に
、
固
定
・
流
動
フ
オ
ン
ド
お
よ
び
自
然

資
源
の
利
用
の
経
済
効
率
基
準
の
彬
で
、
労
働
結
果
を
評
価
す
る
可
能

性
を
与
え
る
こ
と
、
第
三
に
、
部
門
と
個
々
の
企
業
に
関
し
て
、
経
済

活
動
の
収
益
基
準
を
規
定
す
る
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヴ
ェ
・
エ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の
静
学
モ
デ
ル

共
同
研
究
室

　
昭
和
四
十
三
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
十
日
）

　
　
▼
テ
ー
マ
「
中
国
の
調
整
期
の
経
済
と
対
外
貿
易
」

　
　
　
報
告
者
　
松
野
　
昭
二
氏

　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
資
料
欄
に
掲
載
）

　
昭
和
四
十
三
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
二
十
一
日
）

　
　
▼
テ
ー
マ
「
杜
会
主
義
所
有
論
の
諾
問
題
」

　
　
　
報
告
老
　
芦
田
　
文
夫
氏

（
小
野
）

一
四
一
　
（
二
六
七
）




